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「命洸（めいこう）」とは、命が水のように沸き立ち
きらめくさま。大学祭の名称として学生が命名しました。
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　ビワオオウズムシは、琵琶湖の固有種で世界最大のプラナリ
アです。琵琶湖の環境悪化が原因とされる生息数の減少で、環
境省のレッドリストでは絶滅危惧種に指定されています。
　和田研究室では、本種で低酸素などのストレスに応答する遺
伝子を調べ、研究用の別種のプラナリアとの比較で生息数が減
少した原因を探っています。また、採餌の条件がわからないた
め現在は長期間飼育することが困難ですが、研究を通じて飼育
方法の確立も目指しています。

学内の動植物たち
和田 修一研究室のビワオオウズムシ
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研究室訪問ツアー

パネルディスカッション

ポスター発表

レセプション

【開学10周年記念シンポジウムより】

入試・募集伝言板

　2014年度第12期生募集が、10月のＡＯ（実験･実習型）

入試・指定校特別推薦入試を皮切りにスタートしまし

た。実施5年目となるＡＯ入試（定員12名）は、学力成績

以上に分野への強い関心と高い意欲・適正を審査してい

くもので、19名の受験があり18名を合格としました。

指定校特別推薦入試については、本学の推薦基準をクリ

アーした各校からの受験者31名を合格としました。　

　11月実施の一般公募制推薦入試①②では、受験者が学

部全体で467名(前年比108% ) と増加となりました。こ

れは受験者の減少により倍率低下となった前年入試結果

からの揺り戻しであると思われます。合格者数は、アニ

マルバイオサイエンス学科は、前年よりやや抑えました

が、他2学科は前年並みに出しました。 結果詳細は、本

学HPで確認してください。

　さて、1/6から一般入試の出願が始まります。本学の

一般入試は、　一般前期Ａ・Ｂ、前期Ａプラスセンター1、

前期Ｂプラスセンター 1、一般中期、中期プラスセンター

合格チャンス拡大　一般入試出願スタート !

2、一般後期とセンター利用前期Ａ方式・Ｂ方式・センター

利用中期で計10方式での入試を行います。今年度から一

般前期A・Bでは、従来の「高得点2教科型」判定方式に加
え、新たに「理科重視型」判定方式を導入し、受験の機会
を増やしています。9月の各種模試動向では、本学はセ

ンター利用方式では前年より志望者が増加しています。

しかし、教科入試では医薬や看護・医療技術等の資格系

大学・学部・学科への志望が引き続き高く、本学への志

望者は減少傾向となっています。ですから一般入試全体

としての倍率は、前年並みか低くなることも予想されま

す。

　本学受験を考えているみなさんは、出題教科の学習と

マークセンス解答対策を最後までしっかりと行ってくだ

さい。また、出願に際しては、検定料減免制度を大いに

活用して、「複数日程・方式」や「複数学科」での併願を積

極的に行い、受験機会を多くして合格チャンスを拡げて

ください。

2014 年度
入試の動向

【 一般入試日程 】
入試方式 出願期間 試験日 発表日

  一般入試前期Ａ (高得点2・理科重視)　前期Ａプラスセンター 1 　1/ 6 ～ 1/24 1月30日（木）
2/16

  一般入試前期Ｂ (高得点2・理科重視)　前期Ｂプラスセンター 1 　1/ 6 ～ 2/ 4 2月  9日（日）
  一般入試中期・中期プラスセンター 2（特別奨学生選抜） 　1/ 6 ～ 2/19 2月23日（日） 3/  1
  センター利用前期Ａ方式 　1/ 6 ～ 1/17 1/18・1/19

センター試験結果のみ
本学独自試験なし

2/16
  センター利用前期Ｂ方式（特別奨学生選抜） 　1/ 6 ～ 2/ 4
  センター利用中期（特別奨学生選抜） 　1/ 6 ～ 2/19 3/  1
  一般入試後期 　2/17 ～3/ 5 3月  9日（日） 3/14



本
学
の
開
学
10
周
年
を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
10
月
19
日
に
開
催
、
大
学
関
係
者

や
本
学
卒
業
生
の
他
、
研
究
者
、
産
業
界
・
経
済
界
、
地
元
市
民
や
高
校
の
先
生
な
ど

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
バ
イ
オ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
日
本
の
成
長
戦
略
〜
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
果
た
す

べ
き
役
割
〜
」を
テ
ー
マ
に
、基
調
講
演
と
大
学
か
ら
の
報
告
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
討
論
を
通
じ
て
本
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
一
層
明
確
と
な
り
、

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
冒
頭
の
三
輪
学
長
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
本
学
の
地

域
・
産
学
連
携
活
動
を
紹
介
し
た
4
本
の
報
告
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

多
彩
な
視
点
か
ら

本
学
の
役
割
が
明
ら
か
に

巻頭特集

地域連携と
産学の連携

　

2
0
0
3
年
の
開
学
以
来
、
本

学
で
は
1
，
6
4
8
人
の
学
部
卒

業
生
と
1
7
0
人
の
修
士
課
程
、

10
人
の
博
士
課
程
修
了
者
を
社
会

に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
0
0
7
年
度
に
は
大
学
院
を
創

設
し
、
2
0
0
9
年
度
に
は
従
来

の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に
加

え
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
を
増
設
、
1
学

部
3
学
科
と
い
う「
バ
イ
オ
の
総
合

大
学
」と
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

地
元
企
業
と
共
に
学
生
を
育
成

　

秀
吉
が
築
城
し
て
以
来
、
商
業
の
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
後
、
工
業
の
町
と
し

て
隆
盛
を
極
め
た
長
浜
は
、
民
間
企
業
の
活
力
が
非
常
に
高
い
土
地
柄
で
す
。
地

元
の
商
工
業
者
の
方
々
が
本
業
の
経
済
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
町
づ
く
り
や
地
域
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
元
経
済
界
の
中
心
を
担
う

長
浜
商
工
会
議
所
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生
の
社
会
基
礎
力
を
養
う
キ
ャ

リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
地
域
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
得
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
考
慮
し
た
の
が
、
名
実
と
も
に
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
で
あ
る
た

め
に
、
学
生
と
市
民
と
の
交
流
を
い
か
に
深
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
調

べ
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
長
浜
の
中
心
市
街
地
に
立
ち
寄
ら
な
い
と
い

う
現
状
が
あ
り
、
市
民
も
開
学
パ
ー
テ
ィ
ー
以
降
、
一
度
も
学
内
に
足
を
踏
み
入

れ
て
い
な
い
と
い
う
方
が
大
半
で

し
た
。
そ
こ
で
2
0
1
0
年
度
よ

り
長
浜
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
話
し

合
い
、
学
生
が
商
店
街
の
協
力
を

得
て
、
自
ら
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

実
行
す
る「
長
浜
ま
ち
づ
く
り
魅

力
発
見
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

一
昨
年
に
は
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
の
た
め
に
、
小
学
生
を
対

象
に
東
北
地
方
の
果
物
の
香
り
に

ち
な
ん
だ
石
鹸
づ
く
り
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
地

元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
共
同
で
、
湖

三
輪 

正
直
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

文
部
科
学
省
か
ら
も
多
大
な
る
支
援
を
受
け
、
大
学
間
連
携
事
業
の
一
環
で
、

滋
賀
医
科
大
学
と
共
同
で
本
学
の
3
D
技
術
を
用
い
た「
バ
イ
オ
医
療
学
」と
い
う

新
し
い
学
問
分
野
を
創
設
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
用
い
た
「
バ
イ
オ
学
習

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
で
自
学
・
自
習
の
修
学
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
な
ど
、
多
方

面
か
ら
教
育
環
境
の
整
備
と
充
実
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
研
究
面
で
は
、
朝
日

新
聞
社
の「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
よ
れ
ば
、
2
0
1
2
年
度
の
教
員
一
人
当
た
り

の
科
学
研
究
費
獲
得
額
は
新
設
大
学
の
中
で
全
国
第
1
位
、
学
術
論
文
の
被
引
用

数
も
全
国
第
3
位
と
い
う
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
時
代
が
求
め
る
人
材
を
育
成
し
、
産
業
振
興
、
国
際
交
流
、
並
び
に

学
術
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、「
出
口
を
意
識
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
バ

イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
利
用
し
た
教
育
研
究
」「
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
活

動
」を
目
指
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

北
地
域
特
産
の「
赤
カ
ブ
」を
使
用
し
た
地

産
地
消
の
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
新
聞
や
テ
レ
ビ
と

い
っ
た
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
々
に
立
ち
上
が
る
自
主
活
動

　

と
は
い
え
、
こ
れ
は
2
年
次
後
期
の
み

の
授
業
で
あ
り
、
授
業
が
終
わ
れ
ば
ま
た

学
生
の
足
が
街
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
２
０
１
２
年
4
月
に
町
家

を
借
り
受
け
、
授
業
が
な
い
期
間
で
も
学

生
が
継
続
的
に
街
な
か
で
活
動
で
き
る
拠

点
を
創
設
し
ま
し
た
。
20
人
程
度
の
学
生

が
週
に
1
度
集
ま
っ
て
、
市
民
の
方
々
と

意
見
を
交
換
し
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に「
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
学

生
た
ち
の
間
か
ら
、
地
域
の
方
々
に
授

業
形
式
で
身
近
な
科
学
の
楽
し
さ
を
伝

え
る「Entrance to Science

」
や
、
合
成

生
物
学
の
世
界
大
会「iGEM

」
を
め
ざ
す

「iGEM
 Biw
ako N

agaham
a

」な
ど
の
自

主
活
動
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。「iGEM

 Biw
ako N

agaham
a

」は
、

２
０
１
３
年
度
の
ア
ジ
ア
大
会
に
お
い
て

初
出
場
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

│
開
学
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

学
生
が
地
域
と
の
連
携
を
目
指
す

町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

松
島 

三
兒 

教
授
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琵
琶
湖
の
宝
石
・
ビ
ワ
マ
ス

　

私
の
専
門
は
肉
牛
の
霜
降
り
に
関
す
る
研
究
で
す
が
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
の
創
設
を
機
に
本
学
に
赴
任
し
て
、
琵
琶
湖
の
固
有
種
で
あ
り
、
際

立
っ
た
味
の
良
さ
か
ら「
琵
琶
湖
の
宝
石
」と
よ
ば
れ
る
ビ
ワ
マ
ス
の
研
究
に
携
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
食
べ
て
み
る
と
、
特
に
天
然
魚
の
刺
身
は
ク
セ
の
な
い
上
品
な
脂
の
乗

り
で
、
マ
グ
ロ
の
ト
ロ
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
美
味
し
さ
で
す
。
し
か
し
、
年
々

水
揚
げ
量
が
減
少
し
、
漁
獲
の
期
間
も
制
限
さ
れ
、
養
殖
の
ビ
ワ
マ
ス
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
脂
の
乗
り
は
天
然
の
も
の
に
劣
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
飼
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
魚
粉
や
魚
油
の
価
格
が
高
騰
し
た
た
め
、

安
価
で
か
つ
安
全
な
代
替
飼
料
で
、
効
率
よ
く
脂
の
乗
り
を
よ
く
す
る
研
究
を
始

め
ま
し
た
。

飼
料
開
発
か
ら
目
指
す

循
環
型
社
会

　

脂
の
乗
り
を
良
く
す
る
、
つ
ま

り
脂
肪
細
胞
の
増
加
を
促
す
た
め

に
は
、
P
P
A
R
γ
と
よ
ば
れ
る

リ
ガ
ン
ド
依
存
性
の
核
内
転
写
因

子
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
リ
ガ
ン
ド
を
添
加
す
れ
ば

P
P
A
R
γ
が
活
性
化
さ
れ
、
脂

肪
細
胞
を
増
や
す
こ
と
か
ら
、
天

然
由
来
で
安
価
に
入
手
で
き
、
飼

料
と
し
て
利
用
可
能
な
P
P
A
R

γ
活
性
化
因
子
を
探
索
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ハ
ー
ブ
な
ど
の
植
物
や
コ
チ
ュ

ジ
ャ
ン
な
ど
の
発
酵
食
品
に
リ
ガ
ン
ド
の

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
発

光
酵
素
の
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
の
レ
ポ
ー

タ
ー
ア
ッ
セ
イ
を
用
い
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
P
P
A
R
γ
に
リ
ガ

ン
ド
が
結
合
す
る
こ
と
で
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー

ゼ
が
発
現
し
、
そ
の
発
光
強
度
に
よ
っ
て

P
P
A
R
γ
活
性
化
因
子
の
可
能
性
を
検

討
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

草
類
や
野
菜
、
果
物
、
食
品
製
造
副

産
物
な
ど
、
様
々
な
も
の
に
対
し
て
網

羅
的
に
検
索
し
た
結
果
、
醤
油
カ
ス
に

P
P
A
R
γ
を
活
性
化
す
る
因
子
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
二
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
遺
伝
子
組
み

換
え
メ
ダ
カ
に
リ
ガ
ン
ド
候
補
分
子
を
含

む
飼
料
を
与
え
、
発
光
強
度
か
ら
リ
ガ
ン

ド
と
し
て
の
可
能
性
を
確
認
し
、
月
齢
の

異
な
る
ビ
ワ
マ
ス
を
C
T
で
解
析
す
る
こ

と
で
、
ど
の
時
期
に
リ
ガ
ン
ド
候
補
分
子

を
含
む
飼
料
を
与
え
れ
ば
効
率
よ
く
筋
肉

内
に
脂
肪
が
入
る
か
を
測
定
す
る
な
ど
、

実
現
可
能
な
最
良
の
ビ
ワ
マ
ス
用
飼
料
の

開
発
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

も
し
、
飼
料
の
原
料
に
醤
油
カ
ス
な
ど

の
食
品
製
造
副
産
物
が
利
用
で
き
れ
ば
、

滋
賀
県
内
の
醤
油
製
造
業
者
と
共
に
飼
料

開
発
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
循
環
型
社
会

の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

養
殖
ビ
ワ
マ
ス
の
脂
の
乗
り
を

良
く
す
る
飼
料
開
発

河
内 

浩
行 

准
教
授

次
世
代
ま
で
希
少
種
を
残
す
た
め
に

　

2
0
0
5
年
の
春
、
大
学
に
近
接
す
る
田
村
山
の
麓
の
水
路
で
多
数
の
カ
ス
ミ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
を
発
見
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
私
た
ち
の
試
行
錯
誤

の
保
護
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
西
日
本
一
帯
に
分

布
す
る
小
型
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
、
と
く
に
平
地
や
丘
陵
地
を
好
ん
で
生
活
す

る
こ
と
か
ら
人
間
と
の
接
点
が
非
常
に
多
く
、
土
地
開
発
な
ど
の
影
響
を
強
く
受

け
て
し
ま
う
た
め
、
滋
賀
県
版
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
も
3
番
目
に
絶
滅
が
危
惧
さ

れ
る
希
少
種
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
2
0
0
9
年
5
月
、
繁
殖
水
路
の
崩
壊
と
雨
不
足
に
よ
る
水
枯
れ
が

起
こ
り
、
5
0
0
0
匹
く
ら
い
い
た
幼
生
が
ほ
ぼ
死
滅
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
何
年
も
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
け
ば
、
私
た
ち
の
近
く
に
い
る
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
集
団
は
絶
滅
の

危
機
に
瀕
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力

を
得
る
た
め
に
、
地
元
自
治
会
や

教
育
・
医
療
・
事
業
関
係
者
、
行

政
関
係
者
に
声
掛
け
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
2
0
1
0
年
11
月
に

「
田
村
山
生
き
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
い
う
保
護
組
織
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

広
が
り
続
け
る

保
護
活
動
の
輪

　

ま
ず
は
緊
急
の
水
枯
れ
対
策
と

し
て
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
1
ト
ン
近
い

水
を
輸
送
し
て
水

路
に
注
入
し
ま
し

た
が
、
夏
の
渇
水

期
に
は
た
っ
た
2

日
で
1
ト
ン
の
水

が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
幸

い
長
浜
市
の
助
成

金
を
獲
得
し
、
給

水
ポ
ン
プ
の
設
置

と
水
漏
れ
防
止
の

水
路
補
修
作
業
な

ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
根
本
的

な
解
決
の
た
め
に

は
や
は
り
安
定
し

た
保
護
池
の
造

成
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
保
全
策
を

適
切
に
進
め
る
た
め
に
、
こ
の
集
団
の
生
態
と
遺
伝
子
系
統
を
調
べ
て
み
る
と
、

少
な
く
と
も
滋
賀
県
内
に
は
5
系
統
の
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し
、
中

で
も
南
長
浜
グ
ル
ー
プ
は
特
徴
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
結
果
を
踏
ま
え
、
学
内
に
実
験
池
を
設
置
し
て
幼
生
を
放
流

し
た
と
こ
ろ
、
2
年
目
の
今
年
、
つ
い
に
親
に
な
っ
た
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

が
産
卵
の
た
め
に
実
験
池
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
実
際
に
保
護
池
を
造
成

す
る
上
で
、
こ
れ
は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
啓
発
活
動
と
し

て「
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
守
ろ
う
! 

学
習
会
」
を
開
催
し
て
、
地
域
の
南

小
学
校
、
西
中
学
校
、
虎
姫
高
校
、
米
原
高
校
で
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
活
動

と
研
究
内
容
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
県
内
各
地
に
保
護
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護

 

教
授
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露
地
栽
培
に
は
な
い
付
加
価
値
を

　

近
年
注
目
さ
れ
る
完
全
閉
鎖
型
の
植
物
工
場
で
は
、
外
界
の
気
象
条
件
に
左
右

さ
れ
ず
安
定
的
に
生
産
で
き
、
多
段
式
の
栽
培
法
に
よ
る
敷
地
面
積
当
た
り
の
収

量
を
増
や
す
と
共
に
、
24
時
間
照
明
に
よ
る
生
育
期
間
の
短
縮
、
さ
ら
に
は
肥
料

成
分
を
完
全
に
制
御
し
た
無
農
薬
栽
培
が
可
能
と
い
う
、
従
来
の
露
地
栽
培
に
は

な
い
数
々
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
完
全
閉
鎖
型
の
植
物
工
場
の
問
題

は
、
照
明
や
温
度
管
理
の
た
め
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
投
入
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
植
物
工
場
を
成
功
さ
せ
る
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
植
物
工
場
に
適
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
の

照
明
等
は
開
発
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
滋
賀
県
下
の
企

業
と
組
ん
で
、
植
物
の
生
育
に
適
し
た
高
効
率
で
安
価
な
光
源
を
開
発
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。　

　

私
た
ち
が
開
発
し
たH

EFL

照
明
は
、
通
常
の
蛍
光
灯
の
よ
う
な
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
が
な
く
、
外
部
か
ら
電
圧
を
か

け
て
発
光
さ
せ
る
も
の
で
、
発
熱

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
光
変
換
効
率

が
非
常
に
高
い
も
の
で
す
。
し
か

も
価
格
がLED

の
3
分
の
1
、
寿

命
は
蛍
光
灯
の
約
10
倍
で
、
光
の

波
長
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
制
御

が
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

H
EFL

照
明
を
用
い
て
植
物
工
場

を
構
築
し
、
さ
ら
に
、
養
液
や
光

の
波
長
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
で
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
に

富
む
高
機
能
型
野
菜
の
栽
培
に
成

功
し
ま
し
た
。

機
能
性
新
野
菜

「
ツ
ブ
リ
ナ
」の
誕
生

　

ま
た
、
植
物
工
場
で
の
栽
培
に
適
し
た
野

菜
と
し
て
、
私
た
ち
は
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の

ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
着
目
し
ま
し
た
。
こ
の

ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
海
水
で
育
つ
ほ
ど
耐
塩

性
が
高
く
、
少
し
塩
味
の
す
る
美
味
し
い
野

菜
で
す
。
た
だ
し
、
多
く
の
重
金
属
も
吸
収

す
る
た
め
、
土
壌
栽
培
に
は
適
さ
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
我
々
は
、

H
EFL

植
物
工
場
で
の
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
の

水
耕
栽
培
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
植
物

の
水
耕
栽
培
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た

が
、
試
行
錯
誤
の
結
果
、
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
高
効
率
栽
培
に
成
功
し
、「
ツ
ブ
リ
ナ
」と

い
う
商
品
名
で
販
売
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
高
機
能
化
に

も
成
功
し
、
ビ
ニ
ト
ー
ル
と
い
う
糖
の
一
種

の
含
有
量
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ビ
ニ
ト
ー
ル
は
糖
尿
病
や
鬱
病
に
対
す
る
効

果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
年
の
4
月
か
ら

ビ
ニ
ト
ー
ル
を
多
く
含
ん
だ
ア
イ
ス
プ
ラ
ン

ト
を
粉
末
乾
燥
し
た
錠
剤
を「
グ
ラ
シ
ト
ー

ル
」
と
い
う
商
品
名
で
一
般
に
売
り
出
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
は
大
学
の
研
究
成
果
が
商
品
化
に

至
っ
た
数
少
な
い
例
で
あ
り
ま
す
。

植
物
工
場
の
構
築
と

新
し
い
植
物
工
場
野
菜
の
生
産

蔡 

晃
植 

教
授

鈴
木 

健
士
さ
ん（
博
士
課
程
前
期
課
程
1
年
生
）

　

今
回
の
講
演
で
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
が
、
将
来
、
医
療
の
主

流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
を
用
い
て
が
ん
の
治
療

を
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
製
薬
企
業
の
戦
略
が
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
型
モ
デ

ル
の
限
界
に
よ
っ
て
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
バ
イ
オ
研
究
の
将
来
像

に
つ
い
て
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
満
足
し
ま
し
た
。

岩
倉 

直
弘
さ
ん（
博
士
課
程
前
期
課
程
2
年
生
）

　

今
後
個
別
化
医
療
が
徐
々
に
進
ん
で
い
く
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
過
程

で
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
考
え
方
が
基
本
に
な
る
と
い
う
宮

田
満
氏
の
お
話
を
聞
き
、
医
療
の
仕
組
み
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
で

は
な
い
か
と
い
う
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
科
学
の
発
展
と
法
の
整
備
に
よ

り
、
疾
患
や
怪
我
で
苦
し
む
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
のQ

uality of Life
が

さ
ら
に
向
上
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

黒
木 

麻
湖
さ
ん（
博
士
課
程
後
期
課
程
3
年
生
）

　

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
教
員
に
よ
り
機
能
性
野
菜
、
滋
賀
県
の
希
少

動
物
や
固
有
種
、
学
生
主
体
の
取
り
組
み
を
題
材
に
し
た
研
究
内
容
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
い
ず
れ
も
、
近
隣
住
民
や
地
元
企
業
の
協

力
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
ず
、
知
っ
て
も
ら
う
事
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
生
活
で
成
果
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く

か
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
学
生
の
感
想
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教
員
だ
け
で
な
く
、
学
生
や
大
学
院
生
の
研
究
成
果
も
学
会
で
話
題
に
な
る
な
ど
、
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
は
社
会
的

に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
員
だ
け
で
な
く
、
学
生
や
大
学
院
生
の
研
究
成
果
も
学
会
で
話
題
に
な
る
な
ど
、
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
は
社
会
的

に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

New
s

Clip

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
つ
い
て

【
臨
時
採
用
に
つ
い
て
】

　

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
募
集
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

め
い
こ
う
23
号
で
お
知
ら
せ
し
た「
臨
時
採
用
」第
２
弾
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
た
に
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
す
る
人
、
お
よ
び
既
に
奨

学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
が
別
の
種
別
の
奨
学
金
へ
の
変
更
（
第
二

種
か
ら
第
一
種
も
し
く
は
第
一
種
か
ら
第
二
種
）を
希
望
す
る
人
が
対
象

に
な
り
ま
す
。　

　

第
一
種
奨
学
金
の
申
請
に
は
、
基
準
と
な
る
学
力
基
準
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申
請
時
に
学
生
課
窓
口
で
尋
ね

て
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
採
用
を
希
望
す
る
学
生
は
、
学
生
課
で
所
定
の
用
紙
を
受
け
取

り
、
2
0
1
4
年
1
月
23
日（
木
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
次
年
度
の
奨
学
金
継
続
の
可
否
に
つ
い
て
】

　

現
在
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
学
部
３
年
次
生
以
下
、
大
学

院
博
士
課
程
前
期
課
程
１
回
生
、
後
期
課
程
２
回
生
以
下
の
皆
さ
ん
は
、

各
人
が
１
月
下
旬
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
「
奨
学
金
継
続
願
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
12
月
下
旬
頃
に
学
生
支
援
機
構
か

ら
所
定
の
手
続
書
類
が
届
い
た
ら
掲
示
で
告
知
し
ま
す
の
で
、
掲
示
後

速
や
か
に
学
生
課
に
受
け
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
の
際
に
は
、
家
計
支
持
者（
父
母
共
働
き
の
場
合
は
両
方
）と
な

る
方
の
所
得
金
額
の
入
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
家
計
基
準
お
よ
び
本

年
度
終
了
時
の
学
業
成
績
が
審
査
さ
れ
、
貸
与
基
準
を
超
え
た
所
得

が
あ
る
場
合
や
、
著
し
い
成
績
不
良
、
留
年
や
卒
業
延
期
が
決
定
し

た
場
合
は
、
奨
学
生
の
資
格
が
停
止
あ
る
い
は
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
】

　

2
0
1
4
年
3
月
卒
業
満
期
で
貸
与
終
了
と
な
る
皆
さ
ん
に
は
、
返

還
説
明
会
を
開
き
、
卒
業
後
の
奨
学
金
返
還
方
法
そ
の
他
注
意
点
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
重
要
な
点
、
参
考
と
な
る
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①
卒
業
後
に
住
所
や
勤
務
先
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、『
返
還
の
て
び
き
』

に
あ
る「
転
居
・
改
氏
名
・
勤
務
先（
変
更
）届
」（
て
び
き
45
ペ
ー
ジ
）を

必
ず
日
本
学
生
支
援
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト

パ
ー
ソ
ナ
ル
に
登
録
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
届
け
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
通
常
の
場
合
、
返
還
は
2
0
1
4
年
10
月
27
日
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

返
還
が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
リ
レ
ー
口
座（
登
録
し
た
口
座
）に

預
金
が
あ
る
よ
う
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
不
注
意
な
ど
の
理
由
で

あ
っ
て
も
、
返
還
が
正
し
く
行
わ
れ
な
い
場
合
は
延
滞
者
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

③
延
滞
が
あ
っ
た
場
合
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
延
滞
３
か

月
以
上
の
場
合
、
個
人
信
用
情
報
機
関
に
個
人
情
報
が
登
録
さ
れ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
使
用
制
限
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
審
査
が
通
ら
な

い
な
ど
社
会
生
活
上
重
大
な
不
利
益
を
被
り
ま
す
。

④
未
就
職
、
経
済
的
困
難
、
傷
病
な
ど
諸
事
情
に
よ
り
、
止
む
を
得
ず

奨
学
金
の
返
還
が
困
難
な
場
合
は
、「
奨
学
金
返
還
期
限
猶
予
願
」を

日
本
学
生
支
援
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
結
果
、
猶
予

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
に
よ
り
返
還
金
額

を
当
初
に
決
め
ら
れ
た
1
/
2
の
金
額
で（
期
間
は
2
倍
）、
返
還
す

る
減
額
返
還
制
度
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
奨
学
金
の
全
額
あ
る
い
は
一
部
の
返
還
を
ま
と
め
て
行
う
繰
上
返

還
制
度
（
て
び
き
4
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。
在
学
中
で
も
、

2
0
1
4
年
２
月
中
旬
以
降
に
申
込
が
可
能
で
、
3
月
31
日
ま
で
に

払
い
込
み
を
し
た
場
合
、
第
二
種
奨
学
金
に
つ
い
て
は
無
利
息
で
返

済
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、
奨
学
金
返

還
相
談
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
大
学
院
な
ど
に
進
学
す
る
人
は
、
在
学
中
の
返
還
期
限
猶
予
が
認
め

ら
れ
ま
す
。猶
予
を
希
望
す
る
場
合
は
、進
学
先
入
学
後
に「
在
学
届
」

（
て
び
き
52
ペ
ー
ジ
）を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
諸
手
続
を
行
う
た
め
の
所
定
用
紙
は
、
全
て『
返
還
の
て
び
き
』に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
を
し
て
必
要
事
項
を
記
入
し
、
日
本
学

生
支
援
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
卒
業
後
に
不
明
な
点
、

相
談
し
た
い
事
が
あ
る
場
合
は
、
て
び
き
裏
面
記
載
の
奨
学
金
返
還

相
談
セ
ン
タ
ー
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル（
0
5
7
0
│
03
│
7
2
4
0
）に
電
話

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
2
0
1
3
年
度
後
期
学
年
暦
に
つ
い
て（
予
定
）

2
0
1
3
年　

12
月
26
日
〜
27
日 

補
講
日

12
月
28
日
〜
2
0
1
4
年
1
月
5
日 

冬
期
休
暇
期
間

2
0
1
4
年　

1
月
29
日 

補
講
日

　
　
　
　
　
　

1
月
30
日
〜 

2
月
6
日 

後
期
定
期
試
験
期
間

　
　
　
　
　
　

2
月
8
日
〜 

春
期
休
暇
開
始

　
　
　
　
　
　

3
月
15
日 

学
部
卒
業
式
・
大
学
院
学
位
授
与
式

※
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
2
0
1
4
年
3

月
卒
業
・
修
了
予
定
者
お
よ
び
保
護
者
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学生生活 information

伊
藤
研（
微
生
物
学
研
究
室
）の

論
文
が
学
会
論
文
賞
を
受
賞

　

微
生
物
学
研
究
室（
伊
藤
正
恵
教
授
）の
研
究
論
文

「Capture of Influenza Viruses and Prevention of 
Their Infection by Coral M

ineral Pow
der (Sango 

M
ineral Pow

der)

：
造
礁
サ
ン
ゴ
パ
ウ
ダ
ー
に
よ
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
阻
害
」が
、
平
成
24
年
度
日
本
防

菌
防
黴
学
会
論
文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
1
期
生
の
立
木
希
佳
さ
ん
か
ら
丹
羽
祐
介
さ

ん
、
蔵
本
美
香
さ
ん
、
名
和
真
由
子
さ
ん
、
金
子
美
鈴
さ

ん
と
5
期
生
ま
で
リ
レ
ー
で
つ
な
い
で
き
た
研
究
の
成
果
を

「Biocontrol Science

」誌
に
掲
載
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

企
業
と
の
共
同
研
究
で
、
伊
藤
研
で
は
造
礁
サ
ン
ゴ
粉
末

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
吸
着
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
粒
子
の
大
き
さ
や
時
間
の
影
響
、
ウ
イ
ル
ス
の

種
類
に
よ
る
効
果
の
違
い
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
研

究
成
果
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
阻
害
ツ
ー
ル

と
し
て
マ
ス
ク
な
ど
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

院
生
の
小
笠
原
裕
太
さ
ん
が

学
会
の
報
告
で
受
賞

　

大
学
院
博
士
後
期
課
程
2
年
の
小
笠
原
裕
太
さ
ん
が
、

第
86
回
日
本
生
化
学
会
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
、『
鈴

木
紘
一
メ
モ
リ
ア
ル
賞
』を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

細
胞
は
外
界
か
ら
栄
養
を
摂
取
で
き
な
く
な
る
と
、
オ

ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
い
う
現
象
を
引
き
起
こ
し
、
自
ら
栄
養

素
を
作
り
出
し
て
飢
餓
を
生
き
抜
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
は
飢
餓
以
外
に
も
脳
や
心
臓
の
病
気
に

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
を
行
う
オ
ー
ト
フ
ァ
ゴ
ソ
ー
ム
の
形
成

機
構
は
い
ま
だ
不
明
で
す
。
本
研
究
は
、
小
胞
体
で
不
飽

和
脂
肪
酸
を
合
成
し
て
い
る
ス
テ
ア
ロ
イ
ルCoA 

不
飽
和

化
酵
素 
（SCD

）

1
が
、
オ
ー
ト

フ
ァ
ゴ
ソ
ー
ム

の
形
成
に
関
与

し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

池
村
先
生
と
岩
崎
研
究
員
が

遺
伝
学
会
大
会
で
受
賞

　

9
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
遺
伝
学
会
第
85
回
大
会
の

「Best Papers

賞
」を
、
本
学
客
員
教
授
の
池
村
淑
道
先
生

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
研
究
員
の
岩

ニュー
スクリ

ップ崎
裕
貴
さ
ん
が
共
同
研
究
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
、
九

州
大
学
医
学
部
の
大
野
み
ず
き
先
生
の
演
題
が
受
賞
し
ま

し
た
。
同
賞
は
日
本
遺
伝
学
会
年
会
に
お
け
る
優
れ
た
発

表
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
、「
酸
化DN

A

損
傷

に
起
因
す
るde novo germ

line m
utation

の
解
析
」
で

す
。
こ
の
研
究
は
、
生
殖
系
列
の
細
胞
に
お
け
る
酸
化
さ

れ
たDN

A

損
傷
の
次
世
代 

（
子
孫
） 

へ
の
影
響
を
調
べ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
酸
化DN

A

を

修
復
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
を
欠
損
さ
せ

た
マ
ウ
ス
の
子
孫
に

見
ら
れ
る
ゲ
ノ
ム
変

異
を
調
べ
た
も
の
で

す
。
本
学
の
グ
ル
ー

プ
は
こ
の
研
究
の
情

報
解
析
を
担
当
し

ま
し
た
。

中
国
の
大
学
や
企
業
に

Student Study tour

を
実
施

　

9
月
3
日
〜
8
日
、
本
学
の
学
生
7
人
と
引
率
職
員
の

一
行
8
人
が
中
国
の
瀋
陽
と
大
連
を
訪
問
し
、
東
北
大
学

（
瀋
陽
市
）お
よ
び
大
連
ニ
ュ
ー
ソ
フ
ト
学
院
の
学
生
と
国

際
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

大
連
で
は
タ
カ
ラ
バ
イ
オ（
株
）の
宝
生
物
工
程（
大
連
）

有
限
公
司
や
大
連
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ー
ク（DLSP

）、
瀋
陽

で
は
ニ
ュ
ー
ソ
フ
ト
社
を
訪
問
し
て
見
学
し
ま
し
た
。
大

連
経
済
技
術
開
発
特
区
で
は
、
広
大
な
ス
ケ
ー
ル
に
中
国

経
済
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

訪
問
先
で
は
中
国
の
皆
さ
ん
に
温
か
く
歓
迎
し
て
も
ら

い
、
東
北
大
学
、
ニ
ュ
ー
ソ
フ
ト
学
院
の
学
生
と
の
交
流

は
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

学
生
は「
今
ま
で
国
内
に
し
か
目
が
向
か
な
か
っ
た
が
、
他

の
国
も
視
野
に
入
れ
て
就
職
活
動
を
し
た
い
と
思
う
」な
ど

今
回
の
ツ
ア
ー
で
様
々
な
触
発
を
受
け
、
実
り
あ
る
ス
タ

デ
ィ
・
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

木
下
先
生
が
学
術
振
興
会
か
ら

表
彰
を
受
け
る

　

本
学
の
木
下
哲
客
員
教
授
が
、
科
研
費
の
審
査
に
お
い

て
「
有
意
義
な
審
査
意
見
を
付
し
て
い
た
だ
い
た
審
査
委

員
」と
し
て
、日
本
学
術
振
興
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
輪
正
直
学
長
は
「
応
募
さ
れ
た
申
請
書
を
全
て
読
む

だ
け
で
も
相
当
な
ご
苦
労
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
を
丁
寧
に
適
正
に
審
査
さ
れ
る
先
生
の
よ
う
な
方
が
い

て
こ
そ
、
立
派
な
研
究
が
世
に
出
て
科
学
が
発
展
し
て
い

く
わ
け
で
、
た
い
へ
ん
重
要
な
お
仕
事
を
な
さ
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
木
下
先
生
は
、「
そ
れ
ぞ

れ
の
申
請
書
に
、
応
募
さ
れ
た
研
究
者
の
熱
い
思
い
と
多

大
な
努
力
の
跡
が

感
じ
ら
れ
、
ゆ
え
に

丁
寧
に
審
査
し
コ
メ

ン
ト
を
書
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
今
後
と

も
わ
が
国
の
学
術
の

発
展
に
少
し
で
も
寄

与
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
受
賞
の

感
想
を
述
べ
て
い
ま

す
。
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李　貢順さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　私を含めた県内の大学生と、
琵琶湖の沖合に浮かぶ沖島でボ
ランティア活動をしました。そ
れは日本に来て以来、人生初の体験でした。
　初日に、湖岸沿いでゴミ拾いをしました。そして、
地引網を行いました。特に、十数人が一生懸命に網を
引っ張る地引網を引く際に、やっと釣れた魚が飛び
交っている様子を見ると、疲れが一瞬消えて笑顔にな
りました。その日の夜は、クイズ大会ですごく盛り上
がりました。
　沖島でのボランティアとしてのフィールドワークに
参加して良かったと思います、良い体験になりました。

竹下 将平さん
（バイオサイエンス学科 3年次生）

　今回、同年代の学生と競って、自分
の合成生物学の知識や英語力やプレ
ゼン力の不足を痛感しましたが、そ
れ以上に気持ちの面で大きく差をつけられていると感じま
した。特に中国のチームの学生は英語力があまりなくても自
分たちの発表内容を様々な方法を使って審査員に伝えよう
と必死に説明していました。その熱意と堂 と々したプレゼン
は見習わなければならないと思いました。
　多くの反省点や問題点を克服し、2014年度の大会では金
メダルを獲得できるようチーム一丸となって取り組んで行
きたいです。
　今回の大会の様子は10月29日に報告会を開き、教職員の
前で発表しました。

山本 翔大さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　町家プロジェクトでは2012年春
の立ち上げから、様々な形で地域
に根ざした活動を行ってきました。
多くの方に“Science(科学)”の面白さを知ってもらいたい
という思いで『Entrance to Science』が発足し、「科学講
義」「科学コラム」を通して身近な科学に触れていただき
ました。
　今回参加した「環びわ湖大学地域交流フェスタ」では、
これらの活動の自主性やオリジナリティが高く評価され、
奨励賞をいただくことができました。受賞した他団体の
活動も興味深く、今後の活動のモチベーションがさらに
高まり、非常に勉強になりました。

　

本
学
チ
ー
ム
「iGEM

 
B
iw
ako N

ag
ah
am
a

」

が
、
10
月
4
〜
6
日
に
香

港
中
文
大
学
で
開
催
さ
れ

た
「iGEM

 Asia Jam
boree 

2013

」
に
参
加
し
ま
し

た
。iGEM

と
は
米
国
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
が

２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
合
成
生
物
学
の
国
際
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
運
営
母
体
か
ら
送
ら
れ
たDN

A

パ

ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
、
新
し
い
機
能
を
持
っ
た
生
物
を
創
造

し
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
独
創
性・実
用
性
を
競
う
も
の
で
す
。

　

本
学
で
は
昨
年
10
月
、
学
部
1
年
次
生
と
２
年
次
生
を

中
心
に
有
志
が
集
ま
り
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今

年
度
の
新
入
生
も
加
入
し
、
放
課
後
や
週
末
を
利
用
し
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
実
験
を
重
ね
、
初
の
大
会
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
世
界
各
国
か
ら
２
０
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
本

か
ら
参
加
し
た
11
大
学
の
中
で
、
初
挑
戦
な
が
ら
東
京
大

学
、
大
阪
大
学
と
と
も
に
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
（
土
）
に
、
環

び
わ
湖
大
学
地
域
交
流
フ

ェ
ス
タ
が
龍
谷
大
学
・
瀬

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ

れ
、
本
学
か
ら
は
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次

生
の
山
本
翔
大
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。
山
本
さ
ん

は
、
本
学
が
長
浜
市
街
に

設
け
て
い
る
町
家
キ
ャ
ン

パ
ス
で
市
民
と
交
流
し
な
が
ら
活
動
す
る
『
町
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
日
々
の
活
動
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

し
て
、
他
大
学
の
学
生
や
地
域
の
方
々
に
発
表
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
の
参
加
21
団
体
の
中
で
、
本
学
の
発
表
は

高
い
評
価
を
受
け
、
フ
ェ
ス
タ
の
最
後
に
取
り
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は「
活
動
奨
励
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
た
人
は
総
勢
1
2
0
人
以

上
。
大
い
に
盛
り
上
が
り
、学
生
に
と
っ
て
も
地
域
の
方
々

に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

9
月
28
・
29
日
の
「
環
び

わ
湖
大
学
・
地
域
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
一
泊
研
修
に
、
本

学
の
学
生
5
人
と
職
員
1

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
沖
島
で
地
引
網

漁
を
体
験
し
た
り
、
清
掃
や

植
樹
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西

福
寺
で「
湖
に
あ
る
有
人
島
」

と
し
て
有
名
な
沖
島
の
歴
史
を
勉
強
し
ま
し
た
。
2
日
目

は
2
班
に
別
れ
、
ブ
ル
ー
メ
の
丘
で
は
ミ
ル
ク
パ
ン
作
り

を
体
験
、
黒
壁
ス
ク
エ
ア
で
は
長
浜
の
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ

る
街
並
み
を
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
日
頃
知
り

合
う
機
会
の
な
い
他
大
学
の
学
生
と
交
流
で
き
、
ま
た
滋

賀
県
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
12
月
に
開
催
さ
れ
る
環
び
わ
湖

大
学
・
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表

さ
れ
ま
す
。
発
表
内
容
も
、
各
大
学
で
協
力
し
合
っ
て
作

成
し
て
い
き
ま
す
。

環
び
わ
湖
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

一
泊
研
修
で
他
大
学
と
の
交
流

i
G
E
M
ア
ジ
ア
大
会
で

本
学
学
生
チ
ー
ム
が
銅
メ
ダ
ル

環
び
わ
湖
大
学
地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ
で

活
動
奨
励
賞
を
受
賞
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環
び
わ
湖
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

一
泊
研
修
で
他
大
学
と
の
交
流

環
び
わ
湖
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

一
泊
研
修
で
他
大
学
と
の
交
流

Campus
 　life
 Topics

クラブ・サークルだより

積
極
的
に
大
会
に
出
場
し

好
成
績
を
残
す

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル

　
部
長
　
俣
野 

泰
毅
さ
ん

      （
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
「
W
h
i
t
e 

K
i
t
e
」
は
、
毎
週
土
曜
日
14
時
〜
21
時

に
バ
イ
オ
大
学
の
体
育
館
で
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
練
習
は「
基
礎
打
ち
」、「
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」な
ど
の
基
礎
練
習
、「
ノ
ッ
ク
」、「
パ

タ
ー
ン
練
習
」
な
ど
の
実
践
的
な
練
習
お
よ

び
ゲ
ー
ム
練
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
季
休
暇
に
は
今
年
も
他
府
県
で

3
泊
4
日
の
合
宿
を
行
い
、
部
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
、
技
術
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
で
は
普
段
の
サ
ー
ク
ル
と
は
一
味

違
う
厳
し
め
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
ま

し
た
。

　

滋
賀
県
の
湖
北
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
好
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。
先
輩
、
後
輩
、
経
験
者
、
初
心
者
、
み

ん
な
仲
良
く
、
笑
顔
で
楽
し
く
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
み
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
部
長
　
橋
向 

正
和
さ
ん

      （
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

　

私
た
ち
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
毎
週

月
・
水
と
隔
週
木
曜
に
、
体
育
館
で
19
時
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
公
式
戦
で
は
、
毎

年
夏
・
冬
に
滋
賀
県
内
で
行
わ
れ
る
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
大
会
に
出
場
し
て

い
ま
す
。
そ
の
大
会
は
、
東
海
、
近
畿
地

方
か
ら
の
サ
ー
ク
ル
が
集
ま
る
大
会
で
す
。

2
0
1
3
年
の
夏
の
大
会
で
は
初
日
の
リ
ー

グ
戦
で
全
敗
で
し
た
が
、
２
日
目
で
は
準
優

勝
し
ま
し
た
。
Ｃ
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
欠

い
た
状
態
な
が
ら
も
、
良
い
結
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
少
し
で
も
培
わ
れ
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終

的
な
目
標
と
し
て
は
や
は
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と
。
そ
れ
が
私
た
ち
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
目
標
で
あ
り
ま
す
。

10
年
目
を
迎
え
て

ま
す
ま
す
活
発
で
す

　
ダ
ン
ス
部

　
部
長
　
岩
本 

千
広
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

　

ダ
ン
ス
部
震
源
地
田
村
（
S
H
I
N
T
A
M
）

で
す
。

　

命
洸
祭
で
10
月
26
日
18
時
か
ら
2
時
間
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
学
祭
に
は
バ
イ
オ
大
学
だ
け
で
な

く
、
日
頃
か
ら
交
流
を
も
つ
滋
賀
県
立
大
学
・

滋
賀
大
学
・
聖
泉
大
学
・
専
門
学
校
の
方
達
の

チ
ー
ム
か
ら
な
る
全
13
チ
ー
ム
の
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
学
祭
で
、
今
ま
で
ダ

ン
ス
部
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
3
年
次
生
が
引

退
し
、
2
年
次
生
に
引
き
継
が
れ
、
ダ
ン
ス
部

は
10
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

　

こ
れ
か
ら
も
人
の
こ
こ
ろ
を
動
か
せ
る
ダ
ン

ス
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！
私
た
ち
ダ
ン
ス

部
は
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
18
：
30
〜
21
：
00
体

育
館
前
で
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ン
ス
に

興
味
の
あ
る
方
や
音
楽
が
大
好
き
な
方
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！
み
ん
な
で
踊
り
ま

し
ょ
う
!!

club &
 circle

キャンパスライフトピックス

（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）

H
I
N
T
A
M
）

時
か
ら
2
時
間
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
学
祭
に
は
バ
イ
オ
大
学
だ
け
で
な

く
、
日
頃
か
ら
交
流
を
も
つ
滋
賀
県
立
大
学
・

滋
賀
大
学
・
聖
泉
大
学
・
専
門
学
校
の
方
達
の

チ
ー
ム
の
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
学
祭
で
、
今
ま
で
ダ

3
年
次
生
が
引

年
次
生
に
引
き
継
が
れ
、
ダ
ン
ス
部

年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

　

こ
れ
か
ら
も
人
の
こ
こ
ろ
を
動
か
せ
る
ダ
ン

ス
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！
私
た
ち
ダ
ン
ス
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　命
洸
祭
実
行
委
員
長

　
田
中 

嘉
紘
さ
ん

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

実
行
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

命洸祭
台風27号の接近により前日まで開催が危ぶまれましたが、実行委員の熱意が雨
雲を吹き飛ばし、無事に第11回命洸祭が開催できました。

ダブルダッチ、アクロバット連発に会場が沸く

DXビンゴ、超豪華賞品に燃える闘志

本庄礼佳ライブ（ギター松原竜巳）

マジックサークル、大技に挑戦！

吹奏楽、サックスの見せ場、やっててよかった・・

水上研そばめし、Ｗ小町がイラッシャーイ

博学クイズ、このジ
ャンルはまかせとけ

！

模擬店メニュー、
林先生のオススメ
は？

博学クイズ、このジ
ャンルはまかせとけ

！

模擬店メニュー、
林先生のオススメ
は？

命洸祭 イベント
・教授のオススメ（模擬店味比べ）
・スーパーチーム大戦ＢＤ
・フリーマーケット
・とある大学の二次元知識王
　(プロフェッサー )
・大乱闘サバイバル
　（大画面ゲームバトル）
・親子ワクワク工房
・マジックサークル公演
・仮装☆Time
・本庄礼佳公演
　(ピアノ弾き語りライブ)
・ウルトラクイズ
・ダブルダッチサークル公演
・吹奏楽演奏会
・天文部：プラネタリウム
・CELL部：実験教室、
　　　　　プチ科学展示会
・写真部：展示即売
・グラフィック研究会：展示
・小林ゆう トークライブ
・お前の喰いたい物はなんだ？
・ラッキーナンバー
・イニシャルＢ最強孤人戦
・逆！運だめし
・軽音：SAIKACHI★SONIC’13
・DX-BINGO
・ダンス部公演
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学生生活
開学10周年企画
長浜バイオ大学への提言⑥
これまで5回に渡りバイオ研究機関やバイオ企業、地元
滋賀県や長浜市など10人の方々から暖かいメッセージを
頂戴したこの企画も、今回が最終回です。最後は、ヤン
マーミュージアム館長の小林文博さんと、長浜商工会議
所会頭の大塚敬一郎さんにお願いしました。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
様
が
創
立
10
周
年
を
こ
の
春
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
私
ど
も

ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。
創
業
者
が
長
浜

出
身
で
あ
る
ご
縁
で
、創
業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

創
業
者
が
１
０
０
年
前
に
発
動
機
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
時
代
も
ま

さ
に
ま
だ
一
般
に
は
機
械
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
発
動
機
が
そ
の
後
社

会
に
深
く
浸
透
し
産
業
の
成
長
に
貢
献
す
る
と
は
見
通
せ
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
ひ
た
す
ら
に
発
動
機
、
後
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
の
将
来
性
を
信
じ
、
ま
た
農
作
業
や
漁
作
業
を
楽
に
し
た
い
と
い

う
一
心
で
、
ニ
ー
ズ
で
あ
る
小
型
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
今
は
当
た

り
前
の
も
の
に
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て

皆
様
に
お
使
い
頂
い
て
い
ま
す
。

　

き
っ
と
皆
様
が
研
究
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
の
分
野
も
こ
れ
か
ら
の

１
０
０
年
で
は
食
料
や
資
源
な
ど
地
球
的
な
規
模
の
課
題
解
決
や
、
ま

た
逆
に
個
々
人
に
あ
っ
た
お
薬
の
提
供
な
ど
社
会
に
不
可
欠
な
技
術
と

し
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ

の
過
程
に
は
沢
山
の
研
究
者
や
技
術
者
が
大
き
な
志
の
も
と
に
、
心
血

を
注
い
だ
成
果
が
石
垣
の
様
に
積
み
あ
が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
到
達
し

得
な
い
も
の
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す
。
貴
学
、
な
ら
び
に
卒
業
生
の
皆

様
が
こ
の
10
年
間
で
既
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
一
層
強
力
な
牽
引
役
に
な
ら
れ
る
も
の
と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

ヤ
ン
マ
ー
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
コ
ア
と
し
て
農
業
機
械
や
建

設
機
械
、
発
電
装
置
な
ど
を
事
業
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
解
決

す
る
た
め
の
方
策
を
提
供
す
るSO

LUTIO
N
EERING

と
い
う
方
向
性

を
新
た
に
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
単
に
機
械
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
ソ

フ
ト
や
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
お
客
様
の
困
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
に
応
え
て
行
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
今

後
益
々
我
々
の
様
な
既
存
産
業
が
バ
イ
オ
技
術
と
連
携
し
て
新
し
い
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
、
環
境
・
植
物
制
御
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
技
術
な
ど
貴
学
の
研
究
成
果
に
大
い
に

注
目
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、貴
学
の
発
展
と
在
学
生
様
、卒
業
生
様
の
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
同
じ
地
元
長
浜
市
に
根
ざ
し

て
活
動
す
る
文
化
拠
点
と
し
て
、
貴
学
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
連
携
し
て

バ
イ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
開
催
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

長
浜
に
初
の
4
年
制
大
学『
長
浜
バ
イ
オ
大
学
』が
誕
生
し
て
10

年
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

長
浜
の
ま
ち
も
、
誕
生
し
て
か
ら
4
4
0
年
が
経
ち
ま
し
た
。

1
6
5
3
年
に
豊
臣
秀
吉
が
織
田
信
長
か
ら
初
め
て
領
地
を
貰
い

小
谷
の
山
城
か
ら
、
こ
の
地
に
平
城
を
築
い
た
の
が
長
浜
の
ま
ち

の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

因
み
に
、
そ
れ
ま
で
は
今
浜
と
い
う
名
の
数
十
戸
の
小
さ
な
漁

村
だ
っ
た
の
を
、
秀
吉
が
長
く
続
く
よ
う
に
と
長
浜
と
改
名
し
、

信
長
に
習
い
城
下
町
を
楽
市
楽
座
に
し
、
大
勢
の
人
を
集
め
ま
し

た
。

　

以
来
、
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
麻
蚊
帳
、
縮
緬
、
ビ
ロ
ー

ド
の
全
国
的
な
産
地
と
し
て
又
、
東
本
願
寺
の
別
院
大
通
寺
の
門

前
町
と
し
て
、
商
業
の
集
散
地
と
し
て
も
長
浜
は
繁
栄
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

21
世
紀
に
な
り
世
界
中
で
産
業
構
造
が
大
き
く
変
革
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
、
ま
た
新
し
い
産
業
を
先
人
の
よ
う
に
、
こ
こ
長
浜
で
起
こ

す
時
が
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
次
第
で
す
。

　

そ
の
新
し
い
産
業
の
一
つ
が
長
浜
バ
イ
オ
大
学
を
中
心
と
し
た

長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
で
生
み
出
さ
れ
て
く
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

世
界
は
今
、
食
糧
や
環
境
・
医
療
等
々
の
分
野
に
お
い
て
、
経

済
成
長
と
の
は
ざ
ま
で
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
解
決
す
る
た
め
に
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
是
非
と
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ダ
ー
ウ
イ
ン
は
そ
の
進
化
論
の
中
で
言
っ
て
い
ま
す

　
『
最
も
強
い
も
の
や　

最
も
賢
い
も
の
が　

生
き
残
っ
た
の
で

は
な
い

　

最
も
変
化
に　

懸
命
だ
っ
た
も
の
が　

生
き
残
っ
た
』

　

長
浜
の
ま
ち
は
そ
の
時
代
時
代
に
合
わ
せ
て
、
懸
命
に
変
革
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
変
化
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

長
浜
が『
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
レ
ー
』に
な
ら
ん
こ
と
を
長

浜
バ
イ
オ
大
学
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

長浜バイオ大学
１００年への想い

長浜を「バイオサイエンス・
バレー」に
長浜商工会議所会頭
大塚 敬一郎さん

ヤンマーミュージアム館長　
小林 文博さん

　

第
11
回
の
命
洸
祭
は
、
直
前
ま
で
台

風
の
動
き
が
読
め
ず
開
催
で
き
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
当

日
は
小
雨
程
度
で
天
候
は
比
較
的
安
定

し
、
両
日
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
当
日
朝
ま
で
開
催
の
可
否
が
分
か

ら
ず
非
常
に
不
安
定
な
状
況
の
中
、
多

く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
出
店

を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
や
、
前
日
の

大
雨
の
中
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
多
大
な
る
ご
配

慮
を
頂
い
た
大
学
教
職
員
の
方
々
に
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
命
洸
祭
で
は
献
血
を
実
施
す

る
な
ど
、
例
年
よ
り
も
行
政
と
の
繋
が

り
や
社
会
貢
献
を
重
視
し
た
命
洸
祭
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
以
降
も
こ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
学
生
や
教

員
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
た
来
年
の
命
洸
祭
へ
実

行
委
員
が
新
し
く
動
き
始
め
ま
す
。
私

た
ち
が
今
年
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て

更
に
命
洸
祭
を
良
い
も
の
に
し
て
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
何

か
あ
り
ま
し
た
ら
そ
の
節
は
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
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本
学
は
、
滋
賀
県
、
長
浜
市
、
産
業
界
、

民
間
の
関
係
各
位
の
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
期
待
の
も
と
で
開
学
10
周
年
を
迎
え
、
次

の
10
年
に
向
け
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
賜
り
ま
し
た
ご
支
援

に
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
は
、
前
身
で
あ
る
京
都
人
文
学
園

か
ら
受
け
継
い
だ
、「
平
和
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
を
何
よ
り
も
尊
び
、
豊
か
な
人
間
性
と

科
学
的
合
理
性
を
兼
ね
備
え
た
『
行
動
す
る

思
考
人
』の
育
成
」を
教
育
理
念
と
し
、
開
学

以
来
、
故
・
吉
田
保
前
理
事
長
、
下
西
康
嗣

前
学
長
は
じ
め
教
職
員
、
学
生
、
保
護
者
の

ご
協
力
の
も
と
、
1
6
4
8
人
の
学
部
卒
業

生
と
1
7
0
人
の
修
士
課
程
、
10
人
の
博
士

課
程
の
学
生
を
送
り
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
2
0
0
9
年
に
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

細
胞
新
機
能
」、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
で
は
、「
医
療
情
報
」、「
情

報
生
物
学
」、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
で
は
、「
生
物
多
様
性
学
・
動
物
科

学
・
実
験
動
物
学
・
食
品
機
能
学
・
食
品

衛
生
学
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
学
生
が

主
体
的
に
学
ぶ
教
育
を
目
指
し
ま
す
。
す
で

に
稼
動
し
て
い
る
「
バ
イ
オ
学
習
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
」
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効
利
用
し
ま
す
。

高
等
教
育
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
活

動
の
内
容
と
水
準
が
国
際
的
に
通
用
す
る

技
術
者
の
教
育
と
し
て
適
切
で
あ
る
こ
と

を
認
定
す
る
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構

（
J
A
B
E
E
）
に
よ
る
認
証
を
受
け
る
予

定
で
す
。

　

2
つ
目
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
を
中
心
と
し
た
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の
教
育
研
究
で
す
。
生
体

内
の
巨
大
分
子
の
構
造
解
析
に
よ
り
、
創
薬

に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
、
環
境
中
の
生
物
の
ゲ
ノ

ム
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
医
療

学
科
に
加
え
て
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
を
増
設
、
1
学
部
3
学
科
の
「
バ
イ

オ
の
総
合
大
学
」と
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
の
目
的
は
「
豊
か
な
人
間
性
と
教
養

を
涵
養
し
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

専
門
技
術
の
教
育
を
行
い
、
時
代
を
切
り
拓

く
視
野
と
創
造
性
、
高
い
専
門
知
識
と
技
術

力
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
養
成
す
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
発
展
、
産
業
の
振
興
、
国

際
交
流
並
び
に
学
術
文
化
の
発
展
に
貢
献

す
る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
的
達
成

の
た
め
に
以
下
の
3
つ
を
重
点
的
に
進
め
ま

す
。

　

１
つ
目
は
、
進
路
を
明
確
に
し
た
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
と
実
践
で
あ
り
ま
す
。
本

学
の
特
色
で
あ
る
1
年
次
生
か
ら
の
実
験

実
習
の
実
施
、
基
礎
学
力
養
成
の
た
め
数
学

と
物
理
学
の
融
合
し
た「
数
理
科
学
」・
国
語

の
必
修
化
・
英
語
の
学
習
時
間
を
倍
加
し
た

一
般
教
育
を
行
い
ま
す
。
専
門
教
育
は
、
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
は
、「
創
薬
・
機

能
物
質
」、「
環
境
・
植
物
制
御
」、「
遺
伝
子
・

や
環
境
問
題
解
決
に
向
け
て
の
教
育
研
究

を
進
め
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
の
解
析
を
進
め
て
い

る
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
と
連
携
大
学
院
協
定
を
本

年
結
ん
で
お
り
、
大
学
院
教
育
に
役
立
て
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、
長
浜
市
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
進
出
企
業
、
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
入
居
企
業
、「
長
浜
で
の

植
物
工
場
の
構
築
と
新
し
い
植
物
工
場
野

菜
の
生
産
」
な
ど
の
長
浜
地
元
企
業
と
の
連

携
、「
学
生
が
地
域
と
の
連
携
を
目
指
す
町

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
」、

「
養
殖
ビ
ワ
マ
ス
の
脂
の
乗
り
を
良
く
す
る

飼
料
開
発
」
な
ど
の
学
生
の
活
動
、
地
域
の

小
・
中
・
高
校
生
た
ち
へ
バ
イ
オ
の
面
白
さ
・

大
切
さ
を
伝
え
る「
理
科
教
育
活
動
」で
あ
り

ま
す
。

　

滋
賀
医
科
大
学
、
奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学
、
中
国
東
北
大
学
、
タ
イ
王

国
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
と
の
連
携
も
さ
ら
に
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大学からのお知らせ

10
周
年
を
節
に
新
た
な
10
年
へ
の
決
意

長
浜
バ
イ
オ
大
学
学
長

 

三
輪 

正
直

関
西
文
理
総
合
学
園
理
事
長

 

若
林  

浩
文

　

学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
初
代
理
事
長 

吉
田 

保
氏
が

肺
炎
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
あ
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
入
学
式
・
卒

業
式
等
で
の
ス
ピ
ー
チ
は
人
の
心
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
と
て
も
私
に
は
で
き
な
い
と
実
感
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

吉
田
理
事
長
と
話
を
す
る
と
、
大
き
な
夢
を
語
ら
れ
ま
す
。

と
て
も
実
現
で
き
な
い
と
思
え
る
構
想
を
常
に
持
っ
て
お
ら

れ
る
人
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
実
現
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

人
で
あ
っ
た
か
ら
、
長
浜
の
地
に
日
本
で
最
初
の
バ
イ
オ
系

単
科
大
学
の「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
」が
設
立
で
き
た
の
で
す
。

　

今
年
で
設
立
10
年
。
吉
田
理
事
長
の
思
い
を
受
け
継
い
で

い
く
の
が
我
々
の
使
命
で
す
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
報 

吉
田
保
前
理
事
長
ご
逝
去

学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
前
理
事
長
の
吉
田
保
さ
ん
が
、
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ

10
月
23
日
に
肺
炎
の
た
め
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
ご
活
躍
を
偲

ぶ
と
と
も
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

写
真
で
見
る
吉
田
前
理
事
長
の
足
跡

関
西
文
理
総
合
学
園
の
歩
み

追
悼
の
言
葉

1
9
4
6（
昭
和
21
年
） 

京
都
人
文
学
園
設
立

1
9
5
4（
昭
和
29
年
） 

学
校
法
人
関
西
文
理
学
園
認
可

2
0
0
2（
平
成
14
年
） 

学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
設
立

2
0
0
3（
平
成
15
年
） 

長
浜
バ
イ
オ
大
学
開
学

2
0
0
4（
平
成
16
年
） 

第
1
回
ア
ジ
ア
・
バ
イ
オ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

2
0
0
5（
平
成
17
年
） 

校
歌「
悠
久
の
街
」（
作
詞
・
作
曲
:
加
藤
登
紀
子
）制
定

2
0
0
7（
平
成
19
年
） 

命
北
館
竣
工
　
長
浜
バ
イ
オ
大
学
大
学
院
開
設

2
0
0
8（
平
成
20
年
） 

滋
賀
医
科
大
学
と
大
学
間
連
携
協
定
締
結

2
0
0
9（
平
成
21
年
） 

命
北
館
増
築
竣
工

 

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
と

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
開
設

2
0
1
0（
平
成
22
年
）　
滋
賀
医
科
大
学
、中
国
・
東
北
大
学
と
の
三
大
学
学
術

 

交
流
協
定
締
結

 

学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
に

 

学
校
法
人
関
西
文
理
学
園
統
合

2
0
1
2（
平
成
24
年
） 

長
浜
バ
イ
オ
大
学
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設

2
0
1
3（
平
成
25
年
） 

開
学
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

入学式を前に大学の竣工・開学式で決意を述
べる吉田前理事長（2003年 4月1日）

長浜市との包括協定の調印を終え当時の宮腰
市長と固く握手（2005年 11月10日）

新学科開設に伴っての命北館増築の竣工式であい
さつ（2009年 4月14日）

一期生卒業式で本学初の卒業生たちを激励
（2007年 3月17日）

滋賀医科大学、中国・東北大学の3大学での学術交流
協定調印式（2010年 8月8日）

開学フェスティバルで地元や各界の代表と共
にテープカット（2003年 5月10日）

記
念
募
金
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　

開
学
10
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
市

民
向
け
講
演
会
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
蔭
さ
ま
で
成

功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
引
き
続
き
、
研
究
機
器
の

整
備
と
学
生
奨
学
金
制
度
の
充
実
に
向

け
て
1
億
円
を
目
標
に『
開
学
10
周
年
募

金
』に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
学
に
対
し
て
の
ご
寄
付
は
所
得
税
の

優
遇
処
置
が
う
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
法

人
の
場
合
は
寄
付
金
額
を
当
該
事
業
年

度
の
損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

何
と
ぞ
、
こ
の
募
金
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
連
絡
先
】

　
　
長
浜
バ
イ
オ
大
学
財
務
課

T
E
L
．
0
7
4
9
│

6
4
│

8
1
0
0
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最
近
で
は
、
町
屋
会
議
で
4
年
次
生
の

牧
野
佑
亮
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
）
が
『
妄
想
立
国N

agaham
a

』
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
市
民
の
方
に

も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
長
浜
を
ど
の
よ

う
な
町
に
し
た
い
か
自
由
に
論
議
す
る
試

み
を
始
め
ま
し
た
。
牧
野
さ
ん
は
、
学
生

と
市
民
の
つ
な
が
り
を
後
輩
へ
と
つ
な
い

で
い
き
、
バ
イ
オ
大
生
が
社
会
人
の
考
え

方
を
も
学
ん
で
視
野
を
広
げ
て
い
く
機
会

を
持
て
る
よ
う
3
年
次
生
、
2
年
次
生
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
科
学
を
伝
え
、
そ
の
面
白
さ

を
知
っ
て
欲
し
い

　

キ
ャ
リ
ア
科
目
「
長
浜
ま
ち
づ
く
り
魅
力

発
見
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
市
民
と
の

交
流
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
ス
タ
ー

ト
し
た
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
週
1
回

程
度
学
生
が
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
り

市
民
と
意
見
交
換
し
た
り
、
市
民
と
の
交

流
を
は
か
る
自
主
活
動
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
「
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

で
、
市
民
に
科
学
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
開
催
し
て
い
る
の

　

滋
賀
県
湖
北
地
域
で
市
民
が
立
ち
上
げ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
生
放
送
番
組

「
S
T
U
D
I
O
こ
ほ
く
」
が
、
毎
週
元
気

に
地
域
密
着
情
報
を
発
信
し
話
題
を
広
げ

て
い
ま
す
。「
湖
北
が
好
き
！
」「
湖
北
を
盛

り
上
げ
た
い
！
」
と
い
う
思
い
を
持
つ
地
元

在
住
や
こ
の
地
域
で
働
く
様
々
な
職
業
の

人
が
集
ま
っ
て
、
2
0
1
2
年
4
月
に
放

送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
か
ら
も
松
島
三
兒
先

生
や
就
業
力
支
援
セ
ン
タ
ー
の
戸
田
雄
一

さ
ん
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
毎
週
水
曜
日
に
生
放
送
さ
れ
る
「
ス
タ

こ
ほ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
は
、
長
浜
市
街
地
に

あ
る
本
学
の
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
が
ス
タ
ジ

オ
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
学
生

や
教
員
が
度
々
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
放
送
で
は
、「
ほ
、
ほ
、
ほ

〜
た
る
恋
」（
2
0
1
2
年
5
月
30
日
放
送
）

で
河
合
靖
先
生
が
ほ
た
る
の
光
る
仕
組
み

を
解
説
。「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

（
2
0
1
2
年
10
月
17
日
放
送
）
で
麻
生
一

枝
先
生
が
英
語
の
学
習
や
著
書
に
つ
い
て

語
り
、
学
生
が
命
洸
祭
の
P
R
を
し
ま
し

が「Entrance to Science

」と
い
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　
「
講
座
を
始
め
る
前
に
、
知
名
度
を
上
げ

る
た
め
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
月
2
回
程
度
3
人
1
組
で
順
番
に
コ

ラ
ム
を
ア
ッ
プ
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
3
年
次
生
の
谷
幸
樹
さ
ん
。
ペ
ー
ジ

上
で
は
「
い
い
ね
！
」
や
コ
メ
ン
ト
な
ど
の

反
応
が
あ
り
、
励
み
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
講
座
は
こ
れ
ま

3
回
開
催
し
、
毎
回
、〝
色
〞を
テ
ー
マ
に
1

日
で
3
講
座
行
っ
て
い
ま
す
。
1
回
目
の

4
月
は〝
白
〞を
テ
ー
マ
に「
洗
剤
」、「
光
の

三
原
則
」、「
乳
酸
菌
」、
夏
を
前
に
し
た
6

月
は〝
紫
〞に
し
て「
紫
外
線
」、「
紫
キ
ャ
ベ

た
。
ま
た「
夏
の
夜
の
ミ
ス
テ
リ
ー
i
n
長

浜
」（
2
0
1
3
年
8
月
7
日
）
で
は
作
家
で

も
あ
る
池
内
俊
貴
先
生
が
ホ
ラ
ー
小
説
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
大
学
で

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
な
ど
こ
れ

ま
で
数
多
く
の
学
生
や
教
員
が
出
演
し
て

湖
北
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

科
学
の
扉
を
開
く「Entrance to S

cience

」

S
cience C

om
m
unication

町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
と
市
民
が

長
浜
を
語
り
合
う

町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
湖
北
の
今
を
発
信

S
TU
D
IO

こ
ほ
く

町家キャンパス
での活動

ツ
」、
番
外
編
と
し

て「
カ
エ
ル
」を
、
8

月
は〝
青
〞で「
青
魚
」、

「
星
」、「
デ
ニ
ム
」を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

講
座
の
中
で
は
簡
単

な
実
験
や
ク
イ
ズ
を

行
っ
て
、
参
加
者
を

飽
き
さ
せ
な
い
工
夫

も
。「
中
学
生
か
ら
年

配
の
方
ま
で
、
男
女

を
問
わ
ず
足
を
運
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
や
は
り
実
験
を

行
っ
た
講
座
は
評
判

が
良
く
、『
面
白
い
こ

と
を
し
て
い
る
ん
だ

か
ら
も
っ
と
知
名
度

を
あ
げ
る
べ
き
』
な

ど
、
嬉
し
い
声
を

い
た
だ
き
ま
す
」
と
、

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
3
年

次
生
の
廣
麻
綾
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

講
座
を
通
し
て
の
交
流
が
楽
し
い

　

白
の
テ
ー
マ
で
「
乳
酸
菌
」
を
担
当
し
た

の
が
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次

生
の
山
本
翔
大
さ
ん
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
い
な
が
ら
、
乳
酸
菌
が
ど
ん
な
風
に

作
用
し
て
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
に

な
る
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
乳
酸
菌
の
効

能
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
谷
さ

ん
は
「
洗
剤
」
で
、
軟
水
と
硬
水
そ
れ
ぞ
れ

が
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
洗
剤
を
入
れ

て
振
っ
て
も
ら
い
、
泡
立
ち
の
違
い
を
見

て
も
ら
う
と
い
う
実
験
を
し
ま
し
た
。
廣
さ

ん
は
、「
星
」を
担
当
し
た
時
に
は
、
地
球
が

青
く
見
え
る
原
理
を
話
し
た
り
、
様
々
な
大

き
さ
の
ボ
ー
ル
を
用
意
し
て
月
や
火
星
、
地

球
の
大
き
さ
を
当
て
て
も
ら
っ
た
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
紫
キ
ャ
ベ
ツ
」で
は
煮
汁
を

使
っ
て
酸
性
か
ら
ア
ル
カ
リ
性
ま
で
、
実
際

に
目
の
前
で
色
が
変
わ
る
と
こ
ろ
を
見
て

も
ら
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
凝
ら
し
て
講
座
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
「
簡
単
な
実
験
や
ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
こ

ち
ら
が
思
っ
た
以
上
に
興
味
を
持
っ
て
聞

い
て
く
れ
る
人
が
多
く
、
自
分
た
ち
が
気
付

け
な
か
っ
た
視
点
か
ら
質
問
さ
れ
た
り
し

て
、
こ
ち
ら
が
は
っ
と
す
る
こ
と
も
。
科

町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
を
活
動
拠
点
に
し
て
、
学
生
た
ち
の
自
主
的
な
活
動
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
市
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
3
つ
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

左から福井さん、山原さん、廣さん、山本さん、谷さん2013.08.07 放送ミステリー特集での池内先生（前列中央）

学
の
面
白
さ
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
な
」
と
、

山
本
さ
ん
は
実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

参
加
し
て
の
感
想

　
「
も
と
も
と
人
と
関
わ
る
の
が
苦
手
で
し

た
が
、
活
動
を
通
し
て
苦
手
意
識
が
な
く

な
っ
て
く
る
と
地
域
の
方
々
に
も
認
め
て

い
た
だ
き
、
黒
壁
エ
リ
ア
で
は
名
前
で
声
を

か
け
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
自
分
に
自
信
が

付
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
長
浜
が
第
二
の

故
郷
の
よ
う
で
す
」
と
語
る
の
は
山
本
翔
大

さ
ん
。
谷
幸
樹
さ
ん
も
「
長
浜
で
ア
ル
バ
イ

ト
し
て
い
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
の
中
に
講
座

に
来
て
下
さ
っ
た
方
も
い
て
、
面
白
い
な

と
。
本
当
に
、
馴
染
み
の
街
と
い
う
感
じ
で

す
ね
」。
廣
麻
綾
さ
ん
は「
人
づ
き
あ
い
を
面

倒
に
感
じ
る
時
期
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
参

加
し
て
か
ら
自
分
の
意
見
も
積
極
的
に
言

え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
人
に
伝
え
る
活
動

を
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
黒
壁
エ
リ
ア
で
『
お
お
〜
よ
う
来

た
！
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い
」

と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年

次
生
の
福
井
茜
音
さ
ん
は
「
科
学
に
興
味
が

な
い
人
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
喋
る
速
さ
な
ど
に
も
気
を

つ
け
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

く
れ
る
仲
間
が
増
え
た
こ
と
が
嬉
し
い
」、

同
学
科
2
年
次
生
の
山
原
健
悟
さ
ん
も
「
人

が
集
ま
っ
て
計
画
し
、
実
行
す
る
難
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
求
め
ら
れ
て
か
ら
意

見
す
る
タ
イ
プ
で
し
た
が
、
今
は
積
極
的

に
伝
え
て
い
く
大
切
さ
も
感
じ
ま
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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ピックアップ授業
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的
に
大

流
行
し
、SARS
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
やM

ERS

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
重
症
呼
吸
器
感
染

症
、
ヘ
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
脳
炎
、SFTS

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群
な
ど
の
新
興
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出
現

が
続
い
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
最
大

の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

克
服
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
機
構
を
分
子
レ
ベ

ル
で
解
明
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
近
年
、

分
子
生
物
学
や
遺
伝
子
工
学
が
進
歩
し
、
ウ

イ
ル
ス
の
遺
伝
子
操
作
が
可
能
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
、

ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
発
現
機
構
の
解
析
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

本
講
義
で
は
、
細
菌
や
カ
ビ
な
ど
他
の
微

生
物
と
は
大
き
く
異
な
る
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
、
そ
の
増
殖
機
構
や
ウ
イ
ル
ス
発
が
ん
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
基
礎
的
な
ウ
イ
ル
ス
学

を
学
び
、
さ
ら
に
遺
伝
子
発
現
ベ
ク
タ
ー
へ

の
ウ
イ
ル
ス
の
利
用
と
い
っ
た
応
用
分
野
へ

と
発
展
さ
せ
ま
す
。
学
生
た
ち
に
は
、
抗
ウ

イ
ル
ス
剤
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
遺
伝
子
治

療
な
ど
を
目
的
と
し
た
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
工

学
を
理
解
す
る
た
め
の
基
盤
的
知
識
を
身
に

つ
け
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
伊
藤 

正
恵
先
生
）

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
、
ヒ
ト
の
健
康
や
環
境
問
題
を
開
発
す
る
切
り
札
と

し
て
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
う
し
た
期
待
に
関
連
す
る
科

目
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
ス
学
と
環
境
保
全
学
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
学
を
受
講
し
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ウ
イ
ル
ス
に

は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
も
の
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や

特
徴
な
ど
を
幅
広
く
学
び
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。

　

授
業
で
は
、
大
ま
か
に
ウ
イ
ル
ス

の
特
徴
、
形
態
、
機
能
と
い
っ
た
基

本
的
な
こ
と
を
学
び
、
さ
ら
に
、
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
人

体
へ
の
感
染
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
っ

た
こ
と
を
学
び
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
や

ス
ラ
イ
ド
で
講
義
さ
れ
、
難
し
い
と

こ
ろ
や
重
要
な
と
こ
ろ
は
書
き
加
え

て
説
明
し
て
下
さ
る
の
で
非
常
に
わ

か
り
や
す
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
多
種
多

彩
な
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
ま
す
が
、

講
義
を
通
じ
て
そ
う
い
う
も
の
に
興

味
・
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
学
は
、
現
代
社
会
の
環

境
保
全
を
生
物
学
・
生
態
学
・
保
全

生
物
学
の
観
点
か
ら
考
え
る
学
問
で

す
。
授
業
で
は
環
境
保
護
運
動
や
そ

の
対
象
と
な
っ
た
生
き
物
の
具
体
例

を
挙
げ
て
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

生
き
物
が
好
き
な
人
に
と
っ
て
は
と

て
も
面
白
い
授
業
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
毎
回
出
題
さ
れ
る
課
題

で
は
、
次
の
回
で
先
生
が
面
白
い
と

思
っ
た
解
答
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る

の
で
、
上
手
い
言
い
回
し
や
自
分
と

は
異
な
る
着
眼
点
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　

私
は
も
と
も
と
生
き
物
が
好
き
で

環
境
保
全
学
を
選
択
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
講
義
は
普
段
何
気
な
く
見

て
い
る
生
き
物
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
新
た
な
側
面
か
ら
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

中村 航基さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

岸 佳美さん
（バイオサイエンス学科4年次生）

　

生
物
の
多
様
性
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
環
境
と
生
物
の
関
係
性
ま
た
生
物

間
相
互
作
用
、
さ
ら
に
は
そ
の
進
化
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
く
の
が
講
義
の
目
的
で

す
。
こ
の
ク
ラ
ス
を
通
し
て
、
環
境
の
中

で
、
私
た
ち
生
物
が「
ど
う
生
き
て
い
る

か
」、
そ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
、
多
様
性
保
全
の
方
策

を
自
分
な
り
に
提
起
し
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学

の
建
学
の
精
神「
行
動
す
る
思
考
人
」に
も

通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

教
科
書
の「
保
全
生
態
学
入
門
」に
は
、

「
我
々
生
物
が
ど
う
進
化
し
て
き
た
か
を
考

え
ず
に
は
保
全
で
き
な
い
」と
強
調
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
学
問
領
域
で
は「
病
ん
で
い
る

自
然
を
診
断
し
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
の

提
言
ま
で
す
べ
き
だ
」と
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

動
植
物
の「
生
活
史
」を
学
び
な
が
ら
、

身
近
な
琵
琶
湖
も
題
材
に
、
広
い
視
点
か

ら
環
境
の
保
全
・
保
護
に
つ
い
て
、
自
身

の
考
え
を
、
自
ら
の
言
葉
で
表
現
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
山
本 

博
章
先
生
）

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
克
服
の
基
盤
知

識
を
身
に
付
け
る

ウ
イ
ル
ス
学

生
物
が「
環
境
と
一
緒
に
ど
う
生
き

る
か
」を
考
え
表
現
す
る
た
め
に

環
境
保
全
学

―
―
　
－ 

遺
伝
情
報
解
析
分
野
の
研
究
支
援
シ
ス

テ
ム
の
研
究
開
発
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
研
究
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

近
年
、
大
規
模
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
て
、
統

計
学
や
機
械
学
習
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
駆
使
し

た
デ
ー
タ
解
析
の
技
術
が
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂

げ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い

っ
た
用
語
が
一
般
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

Am
azon

な
ど
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
で
は
、

消
費
者
の
購
買
履
歴
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
ほ

ど
、
消
費
者
の
嗜
好
に
あ
っ
た
商
品
を
的
確
に
推

薦
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
商
品
を
購
入

し
た
際
に
『
こ
の
商
品
を
購
入
し
た
人
は
、
以
下

の
商
品
も
購
入
し
て
い
ま
す
』
と
い
っ
た
お
な
じ

み
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
デ
ー
タ
間
の
ど
の
よ
う
な

相
関
に
着
目
す
れ
ば
、
よ
り
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
商
品
を
推
薦
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ

と
が
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
鍵
を
握
り
ま
す
。

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
も
、
次
世
代
シ

ー
ケ
ン
サ
ー
の
急

速
な
普
及
と
と
も

に
、
膨
大
な
ゲ
ノ

ム
情
報
が
蓄
積
さ

れ
、
デ
ー
タ
量
は

加
速
度
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
大
規
模
デ

ー
タ
を
計
算
す
る

た
め
に
は
、
従
来

の
統
計
学
的
手
法

で
は
サ
イ
ズ
が
大

き
す
ぎ
て
、
ス
パ

コ
ン
で
あ
っ
て
も
メ
モ
リ
容
量
や
処
理
時
間
の
問

題
で
計
算
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
私
達
が
知
り

た
い
情
報
は
、
例
え
ば
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の
ゲ
ノ

ム
上
で
の
出
現
頻
度
だ
っ
た
り
、
病
気
の
遺
伝
子

に
含
ま
れ
る
特
異
的
な
出
現
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
り

し
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
ア
ミ
ノ
酸
６
個
の
ポ
リ

ペ
プ
チ
ド
鎖
を
考
え
て
み
る
と
、
全
パ
タ
ー
ン
数

は
20
の
６
乗
、
つ
ま
り
６
千
４
百
万
通
り
も
あ
り

ま
す
が
、
タ
ン
パ
ク
は
こ
ん
な
に
長
く
は
な
い
の

で
、
１
つ
の
タ
ン
パ
ク
の
鎖
の
中
に
は
、
ほ
ん
の

一
部
の
パ
タ
ー
ン
し
か
出
現
し
ま
せ
ん
。
こ
の
性

質
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
よ
く
現

れ
る
現
象
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
事
例
で

も
、
取
扱
商
品
の
数
が
数
百
万
点
と
膨
大
な
た
め
、

あ
る
顧
客
の
購
入
商
品
の
履
歴
と
、
年
齢
も
嗜
好

も
異
な
る
別
の
顧
客
の
購
入
商
品
の
履
歴
と
で
は

重
な
り
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た

情
報
構
造
は
『
疎
な
状
態
』
と
呼
ば
れ
情
報
構
造

が
割
と
安
定
し
て
い
る
の
で
、
ス
パ
コ
ン
で
数
時

間
お
き
に
相
関
を
計
算
し
て
分
散
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
保
存
し
て
お
き
、
顧
客
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
行

っ
た
際
に
計
算
済
み
の
相
関
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
瞬
時
に
関
連
商
品
の
リ
コ
メ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で
も
、
こ
う
い
っ
た
新
し
い

デ
ー
タ
解
析
の
手
法
を
活
用
し
、
従
来
な
ら
扱
え

切
れ
な
い
ほ
ど
大
規
模
な
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
マ
イ

ン
グ
す
る
こ
と
で
バ
イ
オ
医
療
分
野
で
の
研
究
開

発
に
有
効
活
用
す
る
道
が
開
け
て
き
ま
す
。

―
―
　
遺
伝
情
報
解
析
分
野
で
の
最
近
の
研
究
成

果
と
、
滋
賀
医
科
大
学
と
共
同
で
進
め
て
い
る
医

学
基
礎
教
育
で
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
つ
い

て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

さ
き
ほ
ど
の
６
個
の
ア
ミ
ノ
酸
の
例
で
は
、
全

パ
タ
ー
ン
の
総
当
た
り
の
相
関
を
計
算
す
る
際

に
、
６
千
４
百
万
次
元
も
あ
る
大
規
模
な
行
列

を
扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
要
素
の
大
半
が

ゼ
ロ
を
占
め
る
極
め
て
ス
カ
ス
カ
な
『
疎
な
情
報

構
造
』
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
高
次
元
の
情
報
構

造
を
ほ
と
ん
ど
維
持
し
た
ま
ま
、
数
万
分
の
一
の

サ
イ
ズ
ま
で
次
元
を
圧
縮
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
現
在
は
、
こ
う
い
っ
た
次
元
圧
縮
の
技
術
や
、

デ
ー
タ
を
自
動
分
類
す
る
自
己
組
織
型
の
学
習

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
統
合
ゲ
ノ
ム

解
析
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
池
村
淑
道

先
生
や
岩
崎
裕
貴
君
に
ゲ
ノ
ム
情
報
の
解
析
で

使
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　

滋
賀
医
大
と
の
共
同
で
、
医
学
基
礎
教
育
分

野
で
効
率
よ
く
解
剖
学
の
学
習
を
進
め
る
た
め

の
３
Ｄ
立
体
視
の
解
剖
学
教
材
や
ク
イ
ズ
形
式

の
教
材
を
今
ま
で
開
発
し
て
き
ま
し
た
が
、
電
車

の
中
で
も
気
軽
に
学
習
で
き
る
よ
う
に iPhone

な
ど
の
端
末
や
、iPad

な
ど
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
使

え
る
ア
プ
リ
を
開
発
し
ま
し
た
。
実
際
に
50
台

ほ
ど
のiPad

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
、
滋
賀
医
大

の
講
義
な
ど
に
お
い
て
試
験
運
用
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
脳
や
骨
格
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
制
作
が
完
了
し
、
各
臓
器
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制

作
中
で
す
。

―
―
　
最
後
に
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
へ
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
分
散
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
技
術

の
普
及
、
デ

ー
タ
マ
イ
ン

グ
の
た
め
の

よ
り
高
度
な

機
械
学
習
の

研
究
、
ス
パ

コ
ン
並
み
の

計
算
性
能
を

持
つ
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
低

価
格
化
な
ど

が
、
同
時
か

つ
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た

潮
流
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
に
は
、

各
国
が
国
家
規
模
の
予
算
を
つ
け
て
い
る
の
で
、

こ
の
分
野
の
研
究
者
達
は
半
世
紀
も
経
過
し
な

い
う
ち
に
生
物
学
的
な
限
界
を
遥
か
に
超
え
た

融
合
知
能
が
誕
生
す
る
も
の
と
予
測
し
て
お
り
、

こ
の
事
象
を 〝Singularity

〞（
技
術
的
特
異
点
）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
分
野

の
中
で
、
指
数
関
数
的
な
情
報
爆
発
を
経
験
し

て
い
ま
す
が
、
臨
界
点
を
超
え
る
新
時
代
が
近

い
う
ち
に
本
当
に
到
来
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
の

事
態
を
漠
然
と
し
た
脅
威
を
感
じ
な
が
ら
外
か

ら
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
研
究
開
発
の
真
っ
た
だ

中
で
脊
髄
に
電
撃
が
走
る
ほ
ど
の
興
奮
を
覚
え

な
が
ら
走
り
抜
け
て
行
っ
て
欲
し
い
な
、
と
切
望

し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
研
究
室
訪
問
は
、
遺
伝
情
報
解

析
分
野
の
研
究
支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究

開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る
、
数
理
情
報

可
視
化
研
究
室
の
和
田
健
之
介
先
生
を

訪
ね
ま
し
た
。

和
田 

健
之
介
先
生
　

●
数
理
情
報
可
視
化

　
研
究
室

研究室訪問

プロフィール
遺伝情報解析分野の研究
支援システムの研究開発や
医学基礎教育での教育コン
テンツの開発、数理情報可
視化技術などの研究を行っ
ている。京都大学大学院理
学研究科修士課程修了。富
士通㈱国際情報社会科学研
究所研究員、中京大学情報
科学部助手、㈱ATR人間情
報通信研究所客員研究員、
IPA未踏ソフトウェア創造事
業、次世代ソフトウェア開発
事業、重点領域情報技術開
発事業、総合研究大学院大
学葉山高等研究センター研
究員などを経て現職。2000
年経済産業省/IPAより天才
プログラマー認定。2001
年経済産業省/IPAよりスー
パークリエータ認定。情報
処理学会山内奨励賞を受
賞。新潟県新潟市出身。
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植
物
工
場
で
の
水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
で
特
許
を
取
得

　
蔡 

晃
植
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

複
雑
な
眼
の
形
成
過
程
か
ら
、
脳
神
経
系
の
進
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る

　
小
倉 

淳
先
生
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

ATP

合
成
酵
素
の
回
転
速
度
を
測
定

　
岩
本 

昌
子
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

完
全
閉
鎖
型
の
植
物
工
場
は
、
天
候
に

よ
っ
て
生
産
性
が
左
右
さ
れ
ず
、
24
時
間

照
明
で
生
育
期
間
が
短
縮
で
き
、
さ
ら
に

は
肥
料
成
分
を
完
全
に
制
御
し
た
無
農

薬
栽
培
が
可
能
で
あ
る
な
ど
の
利
点
を
有

し
て
い
ま
す
が
、
栽
培
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
が
多
い
と
い
う
問
題
点
も
存
在
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
蔡
先
生
の
研
究
室
で
は
安
価

で
長
寿
命
なH

EFL

照
明
を
開
発
し
、
地
元

企
業
と
共
同
で
光
の
波
長
や
養
液
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

を
豊
富
に
含
ん
だ
高
機
能
型
野
菜
の
栽
培

に
成
功
し
ま
し
た
。

　

蔡
先
生
の
研
究
で
確
立
し
たH

EFL

照
明

を
用
い
た
植
物
工
場
で
の
高
機
能
性
植
物

の
栽
培
シ
ス
テ
ム
は
、
特
許
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

精
巧
な
つ
く
り
の
動
物
の
眼
が
進
化
の
産
物
と
し
て
ど

の
よ
う
に
出
来
た
か
は
、
眼
と
い
う
組
織
の
形
態
形
成
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
情
報
の
処
理
を
司
る
脳
神

経
系
の
進
化
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
我
々
人
間
は
複

雑
な
カ
メ
ラ
眼
や
発
達
し
た
脳
神
経
系
を
持
ち
霊
長
と

呼
ば
れ
ま
す
が
、
実
は
タ
コ
・
イ
カ
な
ど
の
頭
足
類
も
カ

メ
ラ
眼
や
巨
大
脳
を
も
ち
海
の
霊
長
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
だ
け
で
は
な
く
頭
足
類
に
お
け
る
眼
や
脳
神
経
系
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
比
較
す
る
こ
と
が
脳
神
経
系
の
進
化

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

先
生
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
頭
足
類
の
中
で
も
原
始

的
で
数
億
年
形
態
が
変
わ
っ
て
い
な
い
ピ
ン
ホ
ー
ル
眼
を

持
つ
オ
ウ
ム
ガ
イ
と
、
同
じ
頭
足
類
で
も
脊
椎
動
物
と
同

等
の
カ
メ
ラ
眼
を
持
つ
イ
カ
の
眼
の
発
生
過
程
に
お
け
る

発
現
遺
伝
子
を
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
で
解
析
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
オ
ウ
ム
ガ
イ
は
レ
ン
ズ
を
作
る
パ
ス
ウ
ェ
イ
、

特
にSIX3/6

お
よ
び
そ
の
下
流
遺
伝
子
の
パ
ス
ウ
ェ
イ

が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
オ
ウ
ム
ガ

イ
は
深
海
に
棲
息
す
る
た
め
レ
ン
ズ
を
必
要
と
し
な
い
た

め
退
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
研

究
論
文
は
学
術
誌
『Scientifi c Reports

』（
２
０
１
３
年

3
月
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
上
流
だ
け
で
な
く
発
現
遺
伝
子
全
体
に
関
す

る
比
較
研
究
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
眼
の
形
成
に
関
わ
る
遺

伝
子
は
脊
椎
動
物
に
よ
く
似
て
い
る
一
方
、
視
細
胞
に
発

現
す
る
遺
伝
子
は
無
脊
椎
動
物
に
似
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
論
文
が『PLO

S O
N
E

』(

同
年
10
月)

で
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
脳
神
経
系
全
体
に
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
り
脳
神
経
系
の
進
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探

る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ATP

合
成
酵
素
は
、
回
転
子
部
分
と
固
定
子
部
分
で

で
き
た
酵
素
で
、
動
植
物
や
細
菌
の
細
胞
に
あ
り
ま
す
。

二
つ
の
部
分
の
間
に
あ
る
イ
オ
ン
輸
送
路
を
プ
ロ
ト

ン
（
水
素
イ
オ
ン
）
が
流
れ
る
と
回
転
が
起
き
る
「
ナ
ノ

モ
ー
タ
ー
」
酵
素
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
、

岩
本
先
生
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
て
き
ま

し
た
。
回
転
と
同
時
に
合
成
さ
れ
るATP

（
ア
デ
ノ
シ

ン
三
リ
ン
酸
）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
通
貨
と
し
て
生
体
内

で
大
切
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
た
め
、
酵
素
の
回
転
速
度
を

測
定
し
ま
し
た
。
大
腸
菌
か
らATP

合
成
酵
素
を
精
製

し
、
60
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
金
ビ
ー
ズ
を
目
印
と
し
て
張

り
付
け
ま
し
た
。
ビ
ー
ズ
に
反
射
し
た
レ
ー
ザ
ー
光
を

顕
微
鏡
で
捉
え
る
と
い
う
観
察
方
法
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

1
秒
間
に
２
０
０
回
転
し
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

遺
伝
子
操
作
に
よ
っ
て
、
回
転
子
の
一
部
に
余
分
な
タ

ン
パ
ク
質
を
結
合
さ
せ
た
酵
素
も
作
り
ま
し
た
。
固
定

子
と
回
転
子
が
ぶ
つ
か
っ
て
回
転
が
遅
く
な
る
と
予
想

し
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
は
、
正
常
な
酵
素
と
だ
い

た
い
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
回
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
酵
素
の
ナ
ノ
モ
ー
タ
ー
は
、
金
属
の

モ
ー
タ
ー
と
は
違
っ
て
と
て
も
柔
軟
性
が
高
い
と
い
う

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
プ
ロ
ト
ン
の
輸
送
量

は
減
少
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
柔
ら
か
く
て
も
正
し
く

回
転
し
な
い
と
、
イ
オ
ン
輸
送
とATP

合
成
が
結
び
つ

か
な
い
と
い
う
予
測
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
柔
軟
な
回
転
子
が
正
し
く
回
る
仕
組
み
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
Ⅱ
型PI3-

キ
ナ
ー
ゼ
が
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本 

章
嗣
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原 

裕
太
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
2
年
生
）

　

イ
ノ
シ
ト
ー
ル
リ
ン
脂
質
の
リ
ン
酸
化
を
行
うPI3-

キ
ナ
ー
ゼ
は
、
ク
ラ
ス
Ⅰ
│
Ⅲ
型
の
３
つ
の
ク
ラ
ス
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
ク
ラ
ス
Ⅰ
型
は
、
細
胞
増
殖
な
ど
の

信
号
伝
達
に
関
与
し
、
抗
が
ん
剤
の
重
要
な
標
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
Ⅲ
型
は
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

に
必
須
の
リ
ン
脂
質
、PI3P

の
合
成
を
行
う
こ
と
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
Ⅱ
型
の
機
能

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
解
明
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
今
回
、

山
本
先
生
と
大
学
院
生
の
小
笠
原
裕
太
さ
ん
は
、
米
国
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と
の
共
同
研
究
で
、
ク
ラ
ス
Ⅱ
型

PI3

│
キ
ナ
ー
ゼ
もPI3P

の
合
成
を
通
じ
て
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
、
遺
伝

子
工
学
や
蛍
光
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
電
顕
法
を
用
い
て
証

明
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
Ⅲ
型PI3

│

キ
ナ
ー
ゼ
の
活
性

サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
るVPS34

を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た

細
胞
で
も
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
能
力
が
残
っ
て
お
り
、

ク
ラ
ス
Ⅱ
型PI3

│
キ
ナ
ー
ゼ
の
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
さ
ら

に
行
う
こ
と
で
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
が
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
研
究
の
成
果
は
、米
国
の
科
学
誌『PLO

S 
O
N
E

』(10/3

付)

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
笠
原
さ
ん
が
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

た
の
は
2
年
前
で
、「
そ
の
当
時
は
『
ク
ラ
ス
Ⅲ
型PI3

│
キ
ナ
ー
ゼ
な
く
し
て
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
は
お
こ
ら
な

い
』
と
い
う
の
が
、
世
界
中
の
研
究
者
の
認
識
で
し
た
。

こ
の
酵
素
が
発
現
し
て
い
な
く
て
も
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

が
起
こ
る
と
聞
き
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
が
、
実
験
を

し
て
み
る
と
確
か
に
そ
の
通
り
で
し
た
」
と
振
り
返
っ

て
い
ま
す
。

特許取得となった研究など、バイオの多彩
な分野での研究活動の前進についてご紹介
します。

研究クローズアップ

Motivation（やる気）を上げる「３C」とは？
米国カリフォルニア州立大学デービス校での

FD(大学教員の教育能力を高めるための活動)研修報告
奈良 篤樹先生（バイオサイエンス学科）

　発言せず、やる気のない学生が多い！なぜ？退屈な講義だから？
この問いを解くべく、10月20日から11月3日までの期間、「Seminar 
on University Teaching and Learning」と呼ばれるFD研修会に参加
した。そこで、TA(ティーチングアシスタント)の学生が授業の補
助や支援をした時の感想や意見を交換し議論するという、学生主
体で進める驚きの大学院講義を見学した。
　この講義は、TAスキル向上と専門性を深めることが最終教育目

標であり、個々の積極的な発言や討議が互いのTAスキルアッ
プへの血となり肉となるかのようであった。学生のMotivation
向上と維持には、教員が学びのConcept(考え)や最終目標を学
生に正しく伝え、学
生はこれらを理解し
た上でCuriosity(好 奇
心)を持ち、授業に参
加して教育目標達成
のために学生自身も
Contribution(貢 献)す
るといった3Cが重要な
のかもしれない。

一緒に参加した NAIST の教員と、担当の Chris
と Mikaela との昼食風景

Backward design モデルによる授業設計で大切なことは、具体的な授業内容
を考える前に最終教育目標をまず設定することである。学びの Concept（考
え）が注入された最終教育目標は、学生のMotivation 向上の第一歩となるた
め、極めて明快でなければならない。
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essay

◆ 
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
２
０
１
３
に
出
展

　
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
の
主

催
で
、
東
京
の
日
本
科
学
未
来
館
で
、
11
月

9
・
10
日
に
開
催
さ
れ
た「
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ

ラ
2
0
1
3
」に
参
加
し
ま
し
た
。「
ア
ゴ
ラ
」

と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の「
ひ
ろ
ば
」と
い
う

意
味
で
、
様
々
な
人
々
が
集
ま
っ
て
、
私
た

ち
と
サ
イ
エ
ン
ス
の
関
係
を
語
り
合
い
、
科

学
技
術
を
活
用
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
方
策
を
論
じ
合
う
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　
本
年
度
は「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
探
す
健
康
や

環
境
浄
化
に
関
わ
る
遺
伝
子
」の
発
表
を
行

い
、
小
中
高
生
、
大
学
生
、
一
般
の
方
な
ら

び
に
バ
イ
オ
に
関
係
す
る
多
様
な
分
野
の
先

生
方
と
サ
イ
エ
ン
ス
を
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
発
表
し
た
有
用
遺
伝
子
の
発
掘
は
、

他
大
学
や
高
校
に
も
出
前
実
習
で
既
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

◆ 

高
校
化
学
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
で

の
成
果
発
表
支
援

　

京
都
光
華
高
等
学
校
が
採
択
さ
れ
た

（
独
）科
学
技
術
振
興
機
構
サ
イ
エ
ン
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム「
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
成
実
験
〜
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
〜
」は
、
8
月
19
日

〜
23
日
の
4
日
間
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

◆ 

岐
阜
県
立
岐
阜
高
校
に
お
け
る
高
大

連
携
講
座

今
年
度
か
ら
新
規
の
高
大
連
携
講
座
と
し

て
、
清
水
信
義
特
別
招
聘
教
授
、
殿
山
泰
弘

講
師
の
助
言
の
も
と
、
メ
ダ
カ
を
使
用
し
た

実
験
実
習
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

9
月
に
は
、
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
に

て
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
メ
ダ
カ
の
性
別
鑑
定
」

と
題
し
、
生
き
た
メ
ダ
カ
の
尾
ひ
れ
か
ら
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
抽
出
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
で
オ
ス
の
み
が
持
つ

性
決
定
遺
伝
子
を
増
や
し
、
メ
ダ
カ
の
オ
ス
、

メ
ス
を
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
判
別
す
る
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

本
実
習
は
生
き
た
メ
ダ
カ
の
組
織
採
取
か

ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
、
電
気
泳
動
ま
で
幅
の
広
い
実
験

を
短
時
間
で
体
験
で
き
、
高
い
教
育
効
果
を

期
待
で
き
ま
す
。
授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
い
て
も
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
理
解
が
進
ん
だ
」、「
性

決
定
に
興
味
を
持
っ
た
」
な
ど
、
好
反
応
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

開学1周年・10周年の2回の記念シンポジウムを
振り返って―吉田保前理事長を偲ぶ―

こ
の
度
は
、
開
学
10
周
年
記
念
行
事
と

し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
裏
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
滋
賀
県
や
長
浜
市
、

地
域
住
民
な
ど
の
本
学
支
援
者
へ
の
謝
意

の
機
会
と
し
た
い
、
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
を
通
じ
て
、
本
学
の
存
在
を
社
会

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
本
学
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
、

本
学
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
討
論
の
中
で
明
ら
か
に
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
を
、「
バ
イ
オ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
日
本
の
成
長
戦
略

〜
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割

〜
」
と
し
ま
し
た
。
三
輪
学
長
よ
り
示
さ

れ
た
「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
目
指
す
も
の
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
、
3
名
の
基
調
講

演
者
と
藤
井
勇
治
長
浜
市
長
よ
り
、
数
多

く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
戴
き
、
本
学
が
今

後
な
す
べ
き
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了

後
に
行
わ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
、
長
浜

浪
漫
ビ
ー
ル
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
美

味
し
い
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
大
い
に
議
論
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

な
お
後
日
、「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
挑
戦
〜

バ
イ
オ
を
通
し
て
人
を
育
て
、
社
会
を
豊
か

に
〜
」
と
の
コ
ピ
ー
を
付
け
、
朝
日
新
聞
の

全
面
掲
載
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
採
録
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
で
し
た
。

奇
し
く
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
、
間
も
な

く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
を
見
届
け
る
よ

う
に
、
吉
田
保
前
理
事
長
が
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
開
学
2
年
目
に
も
本
学
は
、
中
国
、

韓
国
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ア
ジ
ア

の
ト
ッ
プ
大
学
よ
り
優
れ
た
先
生
方
を
お

招
き
し
て
、「
第
1
回
ア
ジ
ア
・
バ
イ
オ
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
吉
田
前
理
事
長
の
肝
煎
で
開
催
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
加

え
、
新
た
な
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
を

目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
や
盛
大
な

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
産
業
界
や
地
域

か
ら
多
く
の
人
が
集
い
ま
し
た
。
私
は
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
司
会
や
運
営
な
ど
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

パ
ネ
ル
討
論
で
の
議
論
な
ど
、
開
学
間
も
な

い
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
や
国
際
交
流
、

産
学
連
携
、
地
域
連
携
の
方
向
性
を
考
え
る

う
え
で
大
変
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
韓
国
釜
慶
大
学
と
の
相
互

交
流
が
深
ま
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
産

み
ま
し
た
。
吉
田
前
理
事
長
は
、
本
学
は

社
会
貢
献
と
し
て
、
産
官
学
共
同
研
究
に

と
ど
ま
ら
ず
、
事
業
開
発
を
行
う
ん
や
と

い
つ
も
口
癖
の
よ
う
に
仰
っ
て
い
ま
し
た

が
、
第
1
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ま
さ
に

吉
田
前
理
事
長
の
強
い
想
い
が
発
露
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
ア
ジ

ア
の
大
学
の
教
授
た
ち
の
逞
し
さ
、
野
心

的
な
姿
勢
に
、
多
く
を
学
び
ま
し
た
。

吉
田
前
理
事
長
に
は
中
国
や
韓
国
訪
問

に
何
回
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

私
の
創
立
し
た
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
応

援
を
い
た
だ
く
な
ど
、
個
人
的
に
も
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
吉
田
前
理
事
長

は
い
つ
も
大
き
な
夢
（
風
呂
敷
が
大
き
か
っ

た
で
す
）
を
語
ら
れ
、
構
想
力
、
実
行
力

の
ま
こ
と
に
魅
力
的
な
大
人
物
で
し
た
。

私
自
身
、
吉
田
前
理
事
長
か
ら
の
学
び
を

活
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
可
能
な
限

り
の
挑
戦
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
科
の
大
島
淳
教
授
に
よ
る
講
義
と
指
導

で
実
施
し
ま
し
た
が
、
受
講
し
た
生
徒
5

人
が
、
11
月
3
日
に
大
阪
市
立
大
学
で
開

催
さ
れ
た「
高
校
化
学
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス

ト
」に
て
こ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
高
校
生
と
工
業

高
等
専
門
学
校
生（
３
年
生
以
下
）が
行
っ

て
い
る
学
習
研
究
活
動
を
支
援
し
、
高
校

生
自
ら
が
自
主
的
な
研
究
活
動
を
楽
し
み

な
が
ら
科
学
的
な
想
像
力
を
培
い
、
将
来
、

科
学
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を

念
頭
に
置
い
て
行
っ
て
い
る
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
今
年
で
10
回
目
と
な
り
、

3
校
の
海
外
招
聘
校
を
含
め
、
全
国
か
ら

47
校
が
集
ま
っ
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
大
島
先
生
の
事
前
指
導
の

も
と
、
実
験
結
果
や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
普
及
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
発

表
し
、
質
疑
応
答
に
も
し
っ
か
り
と
答
え

て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
賞

は
逃
し
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
今
後
の

取
り
組
み
に
向
け
て
手
応
え
を
感
じ
て
い

た
よ
う
で
す
。

水上 民夫先生
（バイオサイエンス学科）

第1回シンポジウム基調講演者の清華大学・羅永章教授
の生家（中国山東省煙台）にて。左より吉田保前理事長、
水上民夫先生、羅教授、バイオ・コーポ竹内前社長。
2005年9月。
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ＪＳＴ主催のサイエンスアゴラへの出展や
岐阜高校との連携講座、光華高校の成果発
表支援の取り組みを紹介します。
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